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                Ⅰ 総 

 

１ 沿  革 

 明治 33 年（1900 年）農商務省七塚原種牛牧場とし
て設置される。 
 大正5年（1916年）農商務省畜産試験場中国支場と
改称され，引き続き，家畜改良業務が継続される。広
島県では神石郡油木町に広島県種畜場が設立され，和
牛の改良及び飼養管理に関する業務が開始される。 
 大正 12 年（1923 年）農商務省畜産試験場中国支場
廃止の後を受け，広島県種畜場七塚原分場として発足
し，乳用牛，豚及び飼料作物等に関する業務が開始さ
れる。 
 昭和2年（1927年）広島県立農事試験場から種畜場
七塚原分場に養鶏に関する業務が移管される。 
 昭和 12 年（1937 年）安佐郡緑井村に広島県立緑井
ふ卵場が設立される。     
 昭和 14 年（1939 年）広島県種畜場七塚原分場を廃
止し，広島県七塚原種畜場と改称される。 
 広島県種畜場を廃止し，広島県油木種畜場と改称さ
れる。 
 昭和 15 年（1940 年）和牛肥育の研究機関として，
新市畜産指導所が設立される。 
 昭和19年（1944年）広島県立緑井ふ卵場を廃止し，
広島県種鶏場と改称され，種鶏改良に関する業務が移
管される。 
 昭和 29 年（1954 年）広島県七塚原種畜場での豚，
めん羊，山羊，兎等の業務を廃止し，乳用牛を主体と
した種畜場に切り替え，乳用牛の改良及び酪農に関す
る試験が開始される。 
 昭和 34 年（1959 年）新市畜産指導所の業務の主体
が養豚になる。 
 昭和 44 年（1969 年）広島県種鶏場を三次市に移転
する。 
 昭和 47 年（1972 年）畜産関係試験研究の効率化を
図るため，広島県立畜産試験場と改称し，旧七塚原種
畜場を本場とし，油木種畜場を油木支場，種鶏場を三
次支場，新市畜産指導所を新市支場と改称し，それぞ
れ乳用牛（本場），肉用牛（油木），鶏（三次），豚（新
市）の試験研究が担当される。 
 昭和 48 年（1973 年）新市支場を廃止し，本場に養
豚部として統合される。 
 昭和 50 年（1975 年）本館を新築し，実験施設及び
機器類が整備される。 
 昭和 56 年（1981 年）肉用牛の試験研究部門を本場
に統合，油木支場は油木肉用牛改良センター，三次支
場は三次養鶏支場に改称される。 
 昭和59年（1984年）三次養鶏支場が養鶏部と改称 

 される。 
  平成6 年（1995年）本場に先端技術研究棟が新 

   説 

 
築され，研究施設及び機器が整備される。 
 平成7年（1996年）広島県立畜産技術センターと改
称し，組織を総務部，企画情報部，飼養技術部，生物
工学部，環境資源部及び広島牛改良センターとし，旧
養鶏部には三次養鶏試験地が置かれる。 
平成8年（1997年）三次養鶏試験地を廃止し，本所に
統合される。 
 平成 19 年（2007 年）広島県立総合技術研究所畜産
技術センターと改称し，組織を総務部，技術支援部，
飼養技術研究部，育種繁殖研究部及び広島牛改良セン
ターとされる。 
 平成 20 年（2008 年）広島牛改良センターが畜産技
術センターに統合される。 

２ 機  構 

 昭和 47 年（1972 年）県内に分散した畜産関係試験
研究機関を統合し，広島県立畜産試験場とし，本場に
総務部，企画調査部及び研究部を置いた。 
 昭和 48 年（1973 年）新市支場を廃止し，養豚部を
設置した。総務部に総務課と業務課を置き，研究部を
酪農部と改称した。 
 昭和51年（1976年）飼料部を新設した。 
 昭和 56 年（1981 年）肉牛部を新設し，油木支場は
油木肉用牛改良センターと改称し，肉用牛の改良業務
に専念することとなった。三次支場を三次養鶏支場に
改称した。 
 昭和 59 年（1984 年）三次養鶏支場を養鶏部に改称
した。 
 平成7年（1996年）広島県立畜産技術センターと改
称し，組織を総務部，企画情報部，飼養技術部，生物
工学部，環境資源部及び広島牛改良センターとし，旧
養鶏部に三次養鶏試験地を置いた。 
 平成8年（1997年）三次養鶏試験地を廃止し，本所
に統合した。 
 平成 19 年（2007 年）広島県立総合技術研究所畜産
技術センターと改称し，組織を総務部，技術支援部，
飼養技術研究部，育種繁殖研究部及び広島牛改良セン
ターとされる。 
 平成 20 年（2008 年）広島牛改良センターを畜産技
術センターに統合した。 
平成23年（2011年）総務部総務担当と業務課を 

再編し，管理課を設置した。 
 

（１） 機 構 図  
 総 務 部   管理課 

          
              技術支援部 
 センター長  次長     
       （事務）   飼養技術研究部 
       （技術） 
             育種繁殖研究部 



（２）現員数
（令和2年3月31日現在）

行政職 計
1

１（１） 2（2）
4 4

2
6
13

5（１） 28（2）
注）　（　）内は兼務職員で内数。

4,828,850 4,828,850

使用料 35,730 35,730

手数料 4,793,120 4,793,120

66,845,009 66,845,009

財産売払収入 66,845,009 66,845,009

　 物品売払収入 34,964,247 34,964,247

　 生産物売払収入 31,880,762 31,880,762

14,774,717 14,774,717

受託事業収入 14,590,828 14,590,828

　試験研究受託金 14,011,828 14,011,828

　技術課題解決受託金 579,000 579,000

雑入 183,889 183,889

　 雑入 183,889 183,889

86,448,576 86,448,576

121,752,051 121,752,051

総務管理費 637,770 637,770

　一般管理費 257,300 257,300

　人事管理費 380,470 380,470

企画費 121,114,281 121,114,281

　企画総務費 107,460 107,460

　研究開発費 121,006,821 121,006,821

　　　農林水産業費　　 25,849,382 25,849,382

畜産業費 25,849,382 25,849,382

　畜産振興費 25,849,382 25,849,382

147,601,433 147,601,433合計

合計

収入済額

　　　使用料及び手数料

　　　財産収入

　　　諸収入

　　　総務費

（単位：円）

科目（款・項・目） 予算令達額

科目（款・項・目） 調定額

　　次　長
    総務部 管理課

支出済額

　　イ　歳出

３　会計
（１）予算及び決算

　　ア　歳入 （単位：円）

23（１）

技術職

計

    技術支援部
    飼養技術研究部
    育種繁殖研究部

研究職
1

１（１）

2
6
13

　　　　　　　区分
　　セ ン タ ー 長

 ２



1.2 22.0 54.8 78.0

1.2 22.0 54.8 78.0

2,478 6,722 4,054 13,254

2,478 6,722 4,054 13,254

（３）建物及び主要施設内訳

育成牛舎 鉄骨平屋建大波スレート葺 374.51 724.43

23.04

21.60

鉄骨造 440.00 380.00

23.04

21.60

25.20

鉄骨造

鉄骨造

200.00

19.83

堆肥製品庫

繁留場

コロニー舎

家畜人工授精所

鉄骨平屋スレート葺

鉄骨平屋建

鉄骨造

鉄骨造

鉄骨平屋建スレート葺

978.24

鉄骨平屋建スレート葺

鉄骨平屋建

鉄骨平屋建

78.72

229.69

15.00

40.32

鉄骨二階建スレート葺

鉄骨平屋建大波スレート葺

鉄骨造

鉄骨造

鉄骨造

443.70

15.00

40.32

33.12

1,173.55

390.00

198.74

319.17

204.12

345.00

48.00

220.80

597.99

385.20

118.08

237.00

253.35

28.80

200.00

19.83

33.12

48.00

220.80

309.02

25.20

237.00

253.35

28.80

鉄骨平屋建

鉄骨平屋スレート葺

鉄骨平屋建兼ブロック瓦葺

繁留場

鉄骨造検定牛舎

衡器場

サイロ上屋

サイロ上屋

種雄牛舎

診療室

農機具庫

農機具庫

計量場

繁留場

繁留場

鉄骨平屋建スレート葺

鉄骨平屋建

118.08

170.64

78.72

204.12

繁殖試験牛舎

育成試験牛舎

345.00

若雄選抜豚舎

385.20

隔離牛舎

産肉能力検定豚舎

鉄骨平屋建スレート葺

558.68

－

計

肥育育成豚舎

種雄豚舎

名称

本館

供卵牛舎

搾乳牛舎

肥育牛舎

（１）土地

区分

－

４　用地及び建物施設の概要

分娩・哺乳牛舎

フリーバン牛舎

（単位：㎡）

本　　館 　畜　　舎 その他 計

（単位：ha）

建物敷地 　ほ　　場 山林その他 計

（単位：㎡）

鉄骨平屋建大波スレート葺

計

（２）建物

区分

  　ア　建物

構造 延面積

1,753.70

170.64

281.55

建築面積

鉄筋コンクリート二階建 1,347.60

鉄骨平屋建大波スレート葺

鉄骨亜鉛メッキ鋼板葺

鉄骨平屋建

鉄筋コンクリート二階建 432.10 724.69

鉄骨平屋建大波スレート葺

281.55

1,173.55

390.00

198.74

358.35

先端技術研究棟

3



牧柵

サイロ

メタンモデルプラント

係留場

バーンクリーナ

配合機

排汁貯留槽

ハウス発酵施設

堆肥舎

農機具庫

補強コンクリートブロック建 199.07 199.07

記念館 木造瓦葺二階建一部平屋建 216.08 305.17

業務課分室

構造 建築面積 延面積

精液採取場 鉄骨平屋建スレート葺 91.98 91.98

名称

鉄骨平屋建 70.00 70.00

研修館 補強コンクリートブロック建 286.61 286.61

給油所

木造平屋建 21.00 21.00

第三牛舎付属物置 ブロック平屋建 12.80 12.80

倉庫

便所

ブロック平屋建 5.58 5.58

堆肥舎 鉄骨平屋建 50.00 50.00

便所

飼料庫 鉄骨平屋建スレート葺 87.50 85.50

重量鉄骨造平屋建

職員休憩所 木造吾妻屋コロニアル 8.29 8.29

病鶏舎

軽量鉄骨造平屋建 308.68 308.68農機具実習室

27.30 27.30

補強コンクリートブロック平屋建 4.76 4.76

育成牛舎 鉄骨平屋建二牛舎パドック 93.79 93.79

鉄骨平屋建スレート葺 97.20 97.20

環境資源調整施設 鉄骨平屋建スレート葺 101.49 100.80

鉄骨平屋建スレート葺 146.22 143.51隔離牛舎２

高速堆肥発酵施設

290.70

鉄骨平屋建塩化ビニール葺 135.00 135.00

鉄骨平屋建 290.70

鉄骨平屋建  鋼板葺 482.85 482.85

1台 スクリューコンベア

3基 沈殿貯留槽

　　イ　主要施設

トラックスケール6,148ｍ

名称 数量 名称

1基

1基 浄化水槽

数量

1基

3基

12基　1,737㎡ 牛衡器

1基

3台

沈殿槽

1台

3基尿溜槽

2ヵ所 2基
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千円

1,715 H  7. 2

1,372 H  4. 1

1,310 H  8. 3

1,298 H  7. 2

669 H  7. 2

620 H  4. 3

582 H 20. 3

795 H  8. 1

881 H  7. 2

697 H  7. 2

639 H  1. 11

2,079 H 27. 2

171 H 31. 3

1,957 H  1. 9

1,377 H  5. 6

815 H  2. 7

967 H  6. 11

638 H  8. 3

940 H 26. 2

2,389 H 28. 3

3,450 H  2. 3

3,600 S 61. 8

875 H  4. 10

5,760 H  7. 2

630 H  7. 2

522 H  7. 2

672 H  7. 9

940 H 26. 7

797 H  7. 2

556 H  7. 2

866 H  7. 2

2,300 S 58. 3

3,000 H  4. 3

774 H  7. 3

561 H  3. 9

650 H  7. 2

8,030 H  7. 2

8,075 H  7. 2

4,298 H  7. 2

690 H  7. 2

854 H  7. 2

690 H  7. 2

834 H  7. 2

854 H  7. 2

690 H  7. 2

834 H  7. 2

968 H  7. 2

814 H  2. 10

５　主要理化学実験備品　（50万円以上）

ＴＵＫ－５１

オリンパスＢＸ５０－３３－ＰＨＤ

日本分光ＰＵ－９８０ｊイオンクロマト

クリーンベンチ 日立垂直型ＰＣＶ１３０４‐ＢＮＧ３

日立垂直型ＰＣＶ１３０４‐ＢＮＧ３

計算機

日立水平型ＰＣＨ１６０３‐ＢＳ

ＰＨＣ ＭＰＲ－Ｓ１６３－ＰＪ

カラーメーター 日本電色ＮＲ－３０００Ｂ型

クロマトグラフ装置

島津ＧＣ－１４ＢＰＳＦ　臭気測定用

ウォーターズ

顕微鏡

８ＭＢメモリ拡張

日立水平型ＰＣＨ１３０３‐ＣＳ

撮影機 ゲル撮影装置　ＧＤＳ－７９００

ユニバーサル冷却遠心機　５９２２型

早坂理工　HK-333 牛枝肉解析ソフト一式

ＦＨＫＦＡ－１６５３

タンク エーテックCO3液体窒素

アミノ酸定量装置 ウォーターズ

遠心分離機 多本架遠心機８１００久保田製

乾燥装置 タバイＰＨ３０１

日立ＣＴ５ＤＬ

日立水平型ＰＣＨ１３０３‐ＣＳ

バンザイＣＷＨ－Ｔ１２

計算機

ＮＥＣＰＣ９８２１ＸＡＲ１６

タバイＰＨ－３０１

チューブ乾燥器サクラＴＵＫ－５１

タバイＬＫＳ－４Ａ

タバイＬＫＳ－４Ａ

受精卵分割装置 マイクロインジェクション

タイテックフリーズドライヤーＶＤ－３１

パーソナルコンピュータ

備品名 規格性能

フリーザー ＥＴ－１Ｎ

サンヨーＭＪＷ－８０１０

ダルトンＮＳＣ－１２００２Ａ

ＤＲ－２５０凍結精液保管器

魔法瓶 ＤＡＬＩＣ－４００凍結保存容器

ＡＷ－４７

サンヨーＭＪＷ－８０００

Ｚ－１

机

日立ＰＣＶ１６０４ＣＳＧ３

洗浄機

日立ＣＦ１５Ｄ

購入年月金額

クリンパックＤＣ７７ＣＫ２－ＴＲ６－１

パナソニックヘルスケア ＭＤＦ－Ｕ７００ＶＸ－ＰＪ

日立水平型ＰＣＨ１６０３‐ＢＳ

日立垂直型ＰＣＶ１３０４‐ＢＮＧ３

サンヨー超低温ＭＤＦ－１９２ＡＴ

ＥＴ－１

東京理化ＭＰＦ－１０００

凍結保管器
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千円

1,013 H  7. 2

760 H  7. 2

2,578 H  7. 2

840 S 57. 6

798 H  7. 2

630 H  5. 3

341 R  2． 2

2,662 H  7. 2

3,500 H  7. 2

616 H  3. 2

1,913 H  3. 12

1,301 H 29. 9

540 H 27. 3

870 H  7. 2

765 H  7. 2

540 H  8. 3

1,620 H  8. 3

2,018 H  8. 3

584 H  9. 3

953 H  2. 3

793 H  7. 7

864 H 27. 9

1,987 H 26. 8

4,428 H 28. 6

322 R  1. 12

544 H  7. 2

576 H  9. 3

589 H 26. 3

2,401 H  8. 3

834 H  7. 2

760 H  8. 2

900 H  8. 3

680 S 63. 11

2,160 S 63. 11

1,099 H  3. 3

6,800 H  7. 2

16,795 H  7. 2

831 H  7. 2

1,698 H  7. 2

677 H  4. 3

1,010 H 24. 3

827 H 14. 10

7,873 H 30. 10

8,294 H 31. 2

1,038 H 28. 8

7,847 H  7. 2

1,100 H  7. 2

4,524 H  7. 2

1,100 H  6. 10

備品名 規格性能

蛍光顕微鏡装置 ニコンＸ２Ｆ－ＦＦＤ－３

ニコンＸ２Ｆ－Ｐｈ－２１

シャープＵＴ－６０５

ガスサンプリング切替装置

超音波測定装置 島津ＳＤＬ３２１Ｐ

殺菌装置 エチレンＭＣＥ－６７０Ａ

成型機 ペレット用２３０Ｓ－１０ＧＰ型

イオジェルク　ＳＡ－Ｈ５４０

ヤマトＷＧ３５

純水製造装置 オルガノＰＵＲＩＣ－ＭＸ

オートクレーブ　ＬＳＸ－３００

副産物保存状態モニター装置ＮＥＣ三栄ＤＣ５２０

ピエゾシステムＰＭＭ－１１０Ｆ

ニコンＮＴ８８／ＴＭＤ３０

分析装置

ヤナコＣＮコーダーＭＴ－７００

浜松フォトニクスＣａ濃度画像解析システム

藤原製作所ＳＰＡＤ硝酸態窒素用

ドイツ・ゲルハルト社デュマサームＣＮ

ライツ　ニコンＴＭＤ３マニピュレーター

島津製作所ＩＣＰＥ－９８２０　軸横両方向

ＣｏｕｎｔｅｓｓⅡ　ＦＬ　ＡＭＱＡＦ１０００　自動セルカウンター

試作卓上型　ＵＳ－５ＫＳ　機種改造

本多電子　ＨＳ－１０１Ｖ

超音波洗浄器

濃縮機 タイテックＶＣ－３６Ｓ

購入年月金額

濁度計 セントラル科学ＳＴ－１００

ニコンＸ２ＵＷ－Ｐｈ－２１

オリンパスＰＭ－３０－１顕微鏡写真装置

ニコンＴＭＤ３００－ＥＦ

ニコンＫＰＣ－２５１

ヤマトＢＫ－４３

本多電子　ＨＳ－２１００Ｖ

ＭｙＬａｂＯｎｅＶｅｔ本体

炭酸ガス定量器 二酸化炭素・酸素分析計

恒温槽 精液低温処理ＦＨＫＤ－１５

バイオテッドトランスブロッティング装置

カッチングミール粉砕装置

タイテッククールニット　１００ＦＢ・Ｏ・Ｄ測定器

ＩＶＦ受精卵観察システム　ＣＣＭ－ＩＶＦ

抽出装置 マイクロ波前処理装置　マルチウェーブＧＯ

ピエゾマイクロ　ＰＭＭ－１１０

ＣＡ－４ＰＪ熱量計

エコノシステムバイオテッドシステムＢ

アンコム社　ファイバーアナライザーＡ２００

ニコンＦｌｕｏｒ

シャープＵＴ－６０４

ニコンＴＭＤ－２防塵ケース

三田村窒素自動定量装置

インジケーターＡＧ－５００－０３

プローブＳＳＤ－２１０ＤＸ用５ＭＨｚ
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千円

1,070 H 19. 3

902 H 22. 3

950 H  7. 2

1,220 S 56. 1

1,010 H 22. 2

9,012 H  7. 2

5,000 H 16． 3

1,448 H 18． 3

1,562 H 18． 3

976 H 25. 3

4,590 H  7. 2

607 S 56. 1

787 H  7. 2

1,075 H  7. 2

625 H  7. 2

970 H  7. 2

1,205 H  7. 3

540 H  8. 3

1,069 H  5. 3

505 H 11. 6

567 H 24. 3

598 H 25. 7

598 H 25. 7

598 H 25. 7

598 H 28. 6

660 H 28. 6

660 H 28. 6

510 H 27. 11

486 H 30. 7

1,498 H  5. 3

2,844 S 59. 3

921 H 29. 7

1,522 H 22. 2

1,280 H 18. 12

1,751 H  8. 3

1,099 H  3. 3

1,296 H  3. 11

2,890 S 61. 12

7,050 H 12. 11

5,184 （借受）

4,289 （借受）

ビーエム機器ＥＣＭ６００スーパーシステム

窒素分解装置 １００７ＰＳ－６

タイテック　ＢＲ－３００

パーソナルガスインキュベーター

遺伝子導入装置（その他機器）

ＭＯ－１８８ＮＥ外

キャトルロード　ＦＫ－１０００

アステック　ＡＰＣＷ－３６

ウォータージャケット型パーソナルＣＯ２

ＡＰＭ－３０Ｄ型

分光光度計 クイックフローサンプラー４３０型

分光計 分光測色計（ＣＭ－２６００ｄ）コニカミノルタ

島津　ＵＶ－１８５０

ＮａｎｏＤｒｏｐ２０００

秤

ﾊﾟｰｿﾅﾙ CO2 ﾏﾙﾁｶﾞｽ APM-30D

ウォータージャケット型パーソナルＣＯ２

浸透圧計（その他機器） 日機装　ＯＳＡ－２１

ウォータージャケット型パーソナルＣＯ２

ＡＰＭ－３０Ｄ　アステック

ＣＯ２インキュベータ―　３２Ｌ

ツールテストインジケーター

計数装置 富士平　ＴＣ６０７Ａ

ストローマシン ＡＩシステム（ストローマシン，ストロープリンター）

混合機 ユーブラ自走式８２２型

食品物性測定装置 相馬光学食肉脂質測定装置Ｓ－７０４０

富士平工業　Ｔ－１０－０５型

ＨＳ－１５００Ｖ

本多電子　ＨＳ－２０００

ＨＳ－１５００Ｖ

採卵用プローブＨＣＶ－４７１０ＭＶ

柴田科学株製Ｋ－４３７

購入年月金額

三次元ジョイスティック

超音波診断装置 ＳＳＤ－１２００

備品名 規格性能

冷凍機付インキュベーターＭＩＲ－２５４－ＰＪ

培養器 ＴＡ－１６

ＬＴＩ－６００ＥＤ

サンヨー　ＭＣＯ－１７５Ｍ

タイテック　ＢＲ－４０ＬＦ

十慈科学　ＢＬ－１６０

ＡＰＭ－３０Ｄ　アステック

ヒラサワ　ＣＰＤ－１７０

電気泳動装置 クオンタ４０００ＣＥ
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Ⅱ 平成３１年度研究課題及び事業 

 

１ 研究課題一覧 

番号 研  究  課  題  名 予算区分 研究期間 研究担当 

１ 
水田里山の畜産利用による中山間高収益営農モデルの
開発 

外部 Ｈ29～
31(R1) 

飼養技術研究部 

２ 府県における自給飼料生産利用技術の開発と実証 外部 Ｈ29～
31(R1) 

飼養技術研究部 

３ 

ＡＩを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早
期発見技術の開発 

外部 Ｈ29～
31(R1) 

 

(1) 
温暖地の乳用牛における周産期疾病の早期発見
技術の開発 

育種繁殖研究部 

(2) 
乳用牛における食滞の早期発見技術と飼養改善
技術の開発  

飼養技術研究部 

４ 
セルロース系繊維を用いた飼料用ラップネットの利用
技術の開発 

外部 Ｈ30～
31(R1) 

飼養技術研究部 

５ 高発生能卵作出可能な体外成熟技術の開発 県単 Ｈ29～
31(R1) 

育種繁殖研究部 

６ 
牛体外受精胚の品質を胚の画像解析によって評価する
システムの開発 

県単 R１～３ 育種繁殖研究部 

７ 発酵飼料調製用乳酸菌製剤「畜草２号」の機能強化 県単 R１～２ 飼養技術研究部 

 
 
２ 事業一覧  

番号 事  業  名 予算区分 期 間 事業担当 

１ 
家畜人工授精事業 

県単 
 

育種繁殖研究部 ア 精液の製造・供給 S27～ 
イ 種雄牛検定推進 S43～ 

２ 広島和牛経営発展促進事業（広島血統和牛増産事業） 県単 Ｈ30～ 育種繁殖研究部 
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Ⅲ 研究成績 

 
１ 水田里山の畜産利用による中山間高収益営農モデルの開発 
 

ア 実施期間 平成 29～31 年度 

イ 共同機関 西日本農研（代表機関），岡山農総セ，山口農総技セ，島根中山間セ，鳥取牧場 
ウ 担 当 者 末永晋一，福馬敬紘 

 
エ 要約 

「たちすずか」WCS を原料に用いた繁殖牛用 TMR 及び子牛用 TMR を開発し，１日１回給与に

よる省力管理体系を確立した。さらに給与実証により TMR を給与した繁殖牛では分娩間隔 373

日の繁殖成績を，子牛では１日増体量１kg 以上を達成した。 

 

オ 背景・目的 
飼料自給率が低迷する中，肉用牛経営に及ぼす輸入飼料の価格変動の影響を軽減するため，

転作田を活用した飼料生産の推進が求められ，広島県では WCS 用イネ「たちすずか」を用いた

粗飼料生産が拡大し定着している。一方，県内の肉用牛経営では高齢化や規模拡大に伴い，効

率的な飼養管理技術が必要となっている。そこで，地域で生産される「たちすずか」WCS を主

原料とする和牛用 TMR の開発および給与体系の実証試験を行い，飼料費の低減や飼料給与時間

の削減が可能となる技術体系を確立する。本研究では繁殖牛および子牛用「たちすずか」TMR

を普及させ，飼料費の低減と飼料給与時間の短縮および 1年 1産の実現により，総合的に生産

費の低減を図る。 

 

カ 方法 
① 繁殖牛用 TMR 給与効果の検証 

 ・供試家畜：黒毛和種繁殖牛 42 頭 ・供試 TMR：「たちすずか」WCS を原料に用いた発酵 TMR 

・飼料給与：繁殖牛は TDN ベースの維持量を 1日 1回給与 

・飼養形態：追込み式牛舎 ・検証期間：2019 年 4 月～2020 年 3 月 

 ・調査項目：TMR の発酵品質，飼料給与作業時間，胸囲，BCS，血液性状，繁殖成績 

 

② 子牛用 TMR 給与効果の検証 

 ・供試家畜：黒毛和種子牛 36 頭   ・供試 TMR：「たちすずか」WCS を原料に用いた発酵 TMR 

・飼料給与：飽食量を 1日 1回給与  ・飼養形態：追込み式牛舎 

・検証期間：2019 年 4 月～2020 年 3 月  ・月齢：5～9ヶ月齢 

 ・調査項目：TMR の発酵品質，胸囲，腹囲，血液性状，糞便性状 

 

③ 原料 WCS 水分含量の簡易把握手法の確立 

TMR 原料に用いる「たちすずか」WCS の成分変動に対応するための簡易測定法を確立する。 

 ・供試 WCS：「たちすずか」WCS 検量線作成用 50 検体、検証用 15 検体 

 ・測定装置：携帯型 NIR アナライザー（Orkel dinamica generale X-NIR） 

・測定項目：乾物率（粗タンパク，粗脂肪，粗灰分，中性デタージェント繊維） 
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キ 結果の概要 
・ 繁殖牛用 TMR の給与実証では，TMR の品質が年間を通して安定していること，１日１回の

TMR 給与体系で繁殖牛を健康に飼育できることを明らかにした。 

・ 繁殖牛用 TMR 給与牛の分娩間隔は 373 日となり，１年１産を概ね達成した（表１）。 

・ 連動スタンチョンと TMR フィーダーの利用により飼料給与時間を 0.46 分/頭に短縮した。 

・ 子牛用 TMR に「たちすずか」微細断 WCS を用いることで選択摂取を防ぎ下痢発生を抑制し

た。 

・ 子牛用 TMR の給与実証では，TMR の品質が年間を通して良好であること，TMR 給与牛は，雌

雄ともに目標の一日増体量 1.0kg 以上の良好な発育が見込めることを明らかにした。 

・ 生産費低減効果は，中国地方平均値（畜産統計 H29 年度）と比較した場合 19.0%で，目標値

の 20%を概ね達成した（表 2）。 

・ NIR アナライザーの精度検証まで行い，イネ WCS 水分含量の簡易測定系を確立することがで

きた。 

 

 

表.1 繁殖成績
平均値 標準偏差

頭数
妊娠鑑定待ち
受胎牛
受胎率 %(妊娠頭数/授精回数)
分娩間隔
受胎時の月齢 53 ± 16
分娩後初回授精日数 53 ± 13
空胎日数 83 ± 34
受胎に要した授精回数 2.0 ± 0.8
※調査牛のうち5頭は出荷，死亡事故により除外

37※

6
31

50.0
373

 

 

表.２　子牛一頭あたりの生産費

区分
畜産統計

（H29 中国地方）
給与実証 低減効果

飼料費 269,336         260,301 3.4%
労働費 231,373         137,927 40.4%
生産費 671,769         543,902 19.0%
　単位：円  

 
ク 今後の予定（成果移転方法） 
・本研究の成果を庄原市クラスター事業に提供し，地域で生産されるイネ WCS の利用を推進する。 

・開発した TMR は，2020 年から一般農家に販売される。 

・TMR 給与体系は既往の分離給与体系と異なるため，給与に当たって技術者の指導を受ける必要

がある。 
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２ 府県における自給飼料生産利用技術の開発と実証 
  （籾米等を活用した TMR による和牛肥育経営の収益向上と特色ある和牛肉生産の実証） 

 
ア 実施期間 平成 29～31 年度 
イ 共同機関 農研機構中央農業研究センター（代表機関），全農広島県本部ほか 

ウ 担 当 者 福馬敬紘，沖山恒明，末永晋一 
 
エ 要約 

 籾米を原料として用いた発酵 TMR による黒毛和種肥育牛の肥育期間短縮に取り組むとと

もにその生産された牛肉品質の解析を行った。籾米を TMR の原料として用いることで，飼

料摂取量や 1 日増体量，枝肉重量が増加する傾向にあり，肥育期間の短縮に寄与できる可能

性が示唆された。一方，籾米給与による牛肉品質に対する効果は明らかにならなかった。 

 

オ 背景・目的 
輸入穀物飼料や肥育素牛の価格高騰により和牛肥育農家の経営が逼迫し，飼料費の低減や

収益力の向上が課題となる中，輸入穀物飼料に代わる飼料として飼料用米の利用が推進され

ている。本課題では，籾米を活用した和牛用 TMR 技術による肥育期間の短縮に取り組むと

ともに，この TMR を給与して生産された牛肉の特色を明らかにすることで，肥育農家の収

益向上に資する特色ある広島県産和牛肉生産体系の開発と実証を目指す。 

 

カ 方法 
（ア） 乾燥籾米を活用した和牛肥育用 TMR 技術の開発 

 ＜所内給与実証＞ 

・ 供試動物：黒毛和種去勢牛 8 頭（試験区，対照区各 4 頭） 

・ 試験処理：試験区＝籾米混合 TMR（乾物当たり濃厚飼料中 30％混合） 

     対照区＝籾米非混合 TMR（トウモロコシ主体） 

・ 試験期間：20.5 ヶ月齢（6～25.5 ヶ月齢：子牛期～肥育前期～肥育後期） 

・ 調査項目：飼料摂取量，発育成績（体重），枝肉成績 

  ＜現地給与実証＞ 

・ 供試動物：黒毛和種去勢牛 9 頭（給与開始月齢 9 ヶ月齢） 

・ 給与飼料：籾米混合 TMR（乾物当たり 10％混合） 

・ 調査項目：発育成績（胸囲），枝肉成績 

（イ） 飼料用米を給与して生産された牛肉の品質解析 

・ 供試試料：（ア）の所内給与実証の牛肉 

・ 分析項目：脂肪酸組成，ビタミン E，香気成分（揮発性成分 29 種） 

 

キ 結果の概要 
（ア） 所内給与実証：試験期間を通じて試験区で飼料摂取量・1 日増体量が高い値であり，肥

育後期では有意差（p<0.05）が認められた（表 1）。枝肉重量も試験区（24.7

ヶ月齢出荷）が対照区（25.6 ヶ月齢出荷）に比べて 27.6kg 多く，籾米

の活用による肥育期間短縮の可能性が示唆された（表 2）。 
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現地給与実証：給与開始当初及び肥育後期に発生した採食量の停滞により目標としてい

た 25.5 ヶ月齢で体重 740kg には達しなかった。また，枝肉成績は前回

の現地給与実証と比較して肉質では差がなかったが，枝肉重量やロース

芯面積がやや劣っており，採食量停滞の影響が示唆された（表 3）。 

（イ） 脂肪酸組成（ロース）ではリノレン酸の割合が試験区で有意に低く，ビタミン E（腎臓

脂肪）ではα－トコフェロールが試験区で高かった。また，香気成分でも処理による差

が認められる成分が存在した（表 6）。ただし，いずれの項目も籾米サイレージを用い

た前回の試験結果（H28～30）とは傾向が一致しなかった。 

   

表 1．肥育成績（所内給与実証）       表 2．枝肉成績（所内給与実証） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 表 4．香気成分（強度に有意差があった成分） 

 

表 3．枝肉成績（現地給与実証） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
ク 今後の予定（成果移転方法） 

今回の成果を基に飼料設計を行った TMR が和牛 TMR センターで製造され，全農広島県

本部の肥育牛全頭に給与されており，今後は外部農場へも供給していく予定である。 

また，本試験で課題として残った採食量の停滞に関して，別途追試験に取り組んだところ，

有効な防止策について目途が立ったことから，次年度課題解決研究（共同型）に取り組み，

得られた成果については速やかに和牛 TMR センターに移転していくこととする。 

 

p

出荷月齢 ヶ月齢 24.7 25.8

出荷時体重 kg 719.5 695.8 0.571

枝肉重量 kg 459.3 431.7 0.342

ロース芯面積 cm2 54.3 59.3 0.599

バラ厚 cm 8.3 7.7 0.207

皮下脂肪厚 cm 2.7 2.2 0.117

歩留基準値 73.9 74.9 0.433

BMS No. 7.0 6.0 0.356

試験区 対照区

今回 前回

出荷月齢 ヶ月齢 27.5 27.8

枝肉重量 kg 478.0 489.1

ロース芯面積 cm2 54.4 64.9

バラ厚 cm 8.6 8.2

皮下脂肪厚 cm 2.7 2.9

歩留基準値 73.8 74.6

BMS No. 8.2 8.3

p

子牛期

　乾物摂取量 kg／日 6.95 6.25 0.077

　1日増体量 kg 1.29 1.14 0.196

　飼料効率 0.185 0.182 0.783

肥育前期

　乾物摂取量 kg／日 7.31 6.33 0.122

　1日増体量 kg 1.08 0.96 0.372

　飼料効率 0.148 0.150 0.844

肥育後期

　乾物摂取量 kg／日 7.60 6.17 0.011

　1日増体量 kg 0.77 0.65 0.043

　飼料効率 0.101 0.112 0.055

試験区 対照区

今回 前回

Octane

Decane

Dodecane

Palmitic acid

Dodecane

２-Pentadecanone

Octadecane

σ-Tetradecalactone

γ-Dodecalactone

Octane

Tridecane

Heptadecane

Neophytadiene

試験区＞対照区

皮
下
脂
肪

腎
臓
脂
肪

試験区＜対照区

試験区＞対照区

試験区＜対照区 －

Palmitic acid

γ-Dodecalactone

２-Pentadecanone
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３ AI を活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発 
 

ア 実施期間 平成 29～31 年度 

イ 共同機関 （国研）農業・食品産業技術総合研究機構畜産研究部門，（国研）産業技術総合

研究所集積マイクロシステム研究センター，酪農学園大学，全農 飼料畜産中央研究所，共

立製薬株式会社，株式会社ファームノート，凸版印刷株式会社ほか 

 

（１）温暖地の乳用牛における周産期疾病の早期発見技術の開発 

ウ 担当者 今井 昭，工藤敬幸，福本 豊，山本哲史，保本朋宏，森本和秀 

 

エ 要約 
農研機構動物衛生研究部門が主導するコンソーシアムに参加し，周産期疾病の効率的な検出

と治療による家畜の損耗防止を実現するための，体表温及び活動量を中心とした生体情報セン

シングと AI 処理による周産期疾病管理システムの開発に寄与する。 

特に本県は，分娩後の子宮回復の検出と効果的な治療に着目した技術開発を行う。 

 
オ 背景・目的 

牛乳及び牛肉の生産コスト低減のためには，効率的な繁殖管理が欠かせない。広島牛改良目

標（H23.4.22）では肉用牛の分娩間隔の目標値が 12.5 ヶ月齢であるのに対し，H28 年度で 13.6

ヶ月と下回っている。また，乳用牛の分娩間隔は全国平均 433 日に対して広島県平均 455 日と

低いレベルにある（H27 年度牛群検定成績）。分娩間隔短縮実現のためには，分娩後の初回授

精を早める手法の導入が有効である。 

 
カ 方法 
（ア） 温暖地域の AI（人工知能）による周産期疾病の検出に適したデータの提供 

・分娩後から授精・移植までの体表温及び活動量センサからのセンシングデータと発情及び疾

病履歴データを提供する。 

（イ）コンソーシアム内で改良される体表温センサに関する実証 

・コンソーシアム内で毎年改良されるセンサを用いた装着及びデータ取得を実証し，製品パッ

ケージ完成に寄与する。 

（ウ）周産期疾病の早期発見技術と適期受胎を促す処置技術の開発 

・体表温及び活動量センサからのセンシングデータによる初回及び次回以降の発情の把握と分

娩後の子宮内膜の回復状況の関連性調査を行う。 

・センシングデータに基づいた，子宮内膜の回復を早める処置法を開発する。 

 
キ 結果の概要 
（ア）26 頭の搾乳牛へ体表温センサを取り付け，PG を投与して黄体を退行させた後の卵胞発育

と排卵に合わせて人工授精及び ET を行った際のデータを取得した。 

（イ）コンソーシアム内で改良された牛の尾根部に接着テープを用いて貼り付けない新たな体表

温センサ固定方法２種について検証し，ほぼ従来方法と同様の期間（26~42 日）固定できる

ことを確かめた。 

（ウ）分娩後の初回及び次回発情の体表温センサ及びフ活動量センサデータを指標とした検知に

ついて検討した結果，初回発情の検出率は 30.8％，次回発情の検出率は 70％だった（表１）。 
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（エ）分娩後 40 日までに一度も排卵が起こらない牛に対して排卵誘起処理を行うことで，無処

置の場合には 77.0±10.7 日程度であった次回発情までの期間を 60 日程度（処置 41.3 日＋黄

体維持日数 22.3 日＝63.6 日）に短縮することが期待できる。また，この排卵誘起方法とし

ては hCG ないし高用量の GnRH 処理が有効だった（表３）。 

 

表１ 体表温及び活動量センサによる排卵に伴う発情検知の当否 

分娩後排卵回次 体表温センサ 活動量センサ 頭数 検知率

初回 検知 検知 0 0.0% a

検知 不検知 2 15.4% b

不検知 検知 2 15.4% c

不検知 不検知 9 69.2%

計 13 a+b+c　30.8%

次回 検知 検知 2 20.0% a

検知 不検知 4 40.0% b

不検知 検知 1 10.0% c

不検知 不検知 3 30.0%

計 10 a+b+c　70.0%  
 

表２ 分娩後４０日を経過しても排卵が発生しない牛に対する排卵誘起処置による誘起率 

処置方法 供試頭数
処置時の

分娩後日数
排卵数 排卵誘起率

ｈCG　3000IU 3 40.3±2.1 3 100%

GnRH 100μg 4 43.0±3.9 2 50.0%

GnRH 200μg 4 40.5±2.3 4 100%

合計 11 41.3±3.2 9 81.8%
 

 

表３ 排卵誘起により排卵した個体の黄体維持日数及び子宮内膜修 

処置方法 供試頭数
処置時の

分娩後日数
処置後の

黄体維持日数
子宮内膜細胞診陰性
までの分娩後日数

ｈCG　3000IU 2 41.5±1.5 20.5±4.5 51.0±1.0

GnRH 100μg 2 40.0±2.0 25.0±1.0 39.5±12.5

GnRH 200μg 3 41.7±1.2 21.7±3.3 42.0±9.4

合計 7 41.1±1.7 22.3±3.7 43.9±10.2  
 
ク 今後の予定（成果移転方法を含む） 

外部資金：令和元年度イノベーション創出強化研究推進事業「体内伝導音解析による牛のバ

イタルサインのモニタリングと精密管理技術の開発」（現在応募中）で，開発した体表温及び活

動量センサを活用する予定。 
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（２）乳用牛における食滞の早期発見技術と飼養改善技術の開発 

ウ 担 当 者 城田圭子，沖山恒明，新出昭吾 

 

エ 要約 
   暑熱ストレスによる食滞モデルにおいて，乾物摂取量（DMI）と ルーメンセンサ胃内温度

の関係性から，1日のうち 40℃を超える時間が長くなると、乾物摂取量が低下することを見

出し，午後 0～1 時の胃内温度最大値を指標とした牛体への散水実施が食滞の低減に有効で

ある可能性を示した。また，配合飼料の増給による食滞モデルでは，乾物摂取量低下と pH

の関係性から，摂取低下前に pH の日内最低値が上昇することを見出し，この変化による食

滞の検知につて実証した結果，検知できたのは 3例中 1例であった。 

 

オ 背景・目的 
肉用牛および乳用牛では，呼吸器病・消化器病等による死廃事故や病傷事故が多く発生し，

これらによる経済損失が大きい。そこで本研究では，ウェアラブルセンサと ICT を活用して

家畜の生理情報を収集するセンサシステムを開発するとともに，センシング情報にベンチマ

ーキング情報，飼養環境情報，診療情報等を合わせて AI により解析し，呼吸器病等の疾病

の兆候を早期に発見して死廃事故や経済損失を回避する技術を開発する。 

本県は，中課題「疾病の早期発見技術の開発」の内，周産期疾病および消化器疾病の早期

発見技術の開発を担当する。本課題では，肉用牛生産において重要な生産母体である乳用牛

を対象に，体表温センサによる周産期疾病の早期発見技術を開発するとともに，適期授精を

促す処置技術を開発する。また，ルーメンセンサにより，食滞の早期発見と飼養改善技術の

開発に取り組む。 

 

カ 方法 
（ア） 暑熱ストレスによる食滞の早期発見 

供試牛：ホルスタイン種泌乳牛 3 頭 

処理方法：給与飼料は発酵 TMR を、9:00 と 16:00 に給与し，自由摂取とした。 

暑熱条件下で次の順に処理し，調査を行った。 

①終日送風と 9:30～18:00 の細霧 14 日間 

②細霧送風停止 3 日間 

③細霧送風再開 8 日間 

④牛体への散水 細霧送風再開 3 日目（14:00～14:40） 

調査項目：乾物摂取量、ルーメンセンサ情報、体温、咀嚼行動，血液性状 

（イ） 濃厚飼料の増給による食滞の早期発見 

試験①食滞モデルによるセンサ情報の解析と指標値の策定 

供試牛：第一胃フィステル装着ホルスタイン種乾乳牛 3 頭 

処理内容：給与飼料は泌乳牛用発酵 TMR を維持乾物量の定量給与し，配合飼料 0，2，

4，6，8，10，12kg/日を各 3 日毎に段階的に増加 

調査項目：ルーメンセンサ情報，乾物摂取量，咀嚼行動 

 試験②指標値による食滞検知の検証と添加飼料による防止 

供試牛：第一胃フィステル装着ホルスタイン種乾乳牛 2 頭（内 1 頭は 2 回実施） 

処理内容：泌乳牛用発酵 TMR を維持乾物量の定量給与し，配合飼料 0，2，4，6，8，

10，12kg/日を各 3 日毎に段階的増加。 
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試験①で決定した条件で指標値の変化を検知した場合，重曹を乾物摂取量

の 1.5%投与 

調査項目：ルーメンセンサ情報，乾物摂取量 

 

キ 結果の概要 

（ア） 試験期間内のルーメンセンサ温度と直腸温との間に高い相関関係が認められた（図 1）。
乾物摂取量（DMI）は平均気温の上昇に応じて減少し，細霧送風停止時に最も低くなっ

た。細霧送風再開により一時的に DMI が増加し，その後は気温に応じて変化した（図 2）。

DMI とセンサ情報との関係性を調査した結果，ルーメンセンサ温度が 40℃を超える時間

との相関が高く（表 1），また，その時間が 300 分以上で DMI は有意に低くかった（図 3）。

さらに，胃内温度が 40℃を超える時間は，午後 0 時以降の胃内温度最大値と相関が強く

（表 2），午後 0 時から 1 時までの胃内温度最大値が 39.8℃以上のときに 300 分を超える

（図 4）。午後 0～1 時の供試牛の胃内温度の平均が 39.8℃以上になった日の午後 2 時か

ら 40 分間牛体への散水を行った結果，胃内温度の低下が認められた（図 5）。このことか

ら，午後 0~1 時の胃内温度を指標として，その後の体温上昇や DMI 低下に対し，散水な

どの積極的な牛体冷却の対策を講じることが有効であることが示唆された。 
（イ） 配合飼料の段階的な増給により pH<6 の時間は増加したが，配合飼料の給与量増加に対

して pH の最大値，最小値の顕著な低下は認められなかった。また，試験牛 3 頭のうち，

明らかな食滞がみられた 2 頭で，摂取低下の数日前から pH の上昇が認められた（図 6）。

DMI と pH の相関関係を調査した結果，最低 pH との相関係数が高く，採食低下の 2～3

日前にはその変化が確認できることが示唆された（表 3）。  
最低 pH が前 5 日平均から 2σ以上の上昇したときを検知の条件とし，同様の食滞モデル

で検証した結果，検知できたのは 3 例中 1 例であった。検知後に重曹を投与した結果，

投与開始日に乾物摂取量の低下が認められたがその後は回復した。その他 2 例は設定した

条件で検知できず，早期発見手法の確立にはさらにデータを蓄積する必要がある。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

表1　乾物摂取量との相関係数
COW1 COW2 COW3

平均胃内温度 -0.45 -0.62 -0.28
39℃<割合 -0.15 -0.61 -0.14
39.5℃<割合 -0.40 -0.62 -0.24
40℃<割合 -0.54 -0.61 -0.34
40.5℃<割合 -0.45 -0.53 -0.34
pH平均/日 0.57 -0.13 -0.21
飲水回数/日 -0.44 -0.35 0.22
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ク 今後の予定（成果移転方法を含む） 

暑熱ストレスおよび濃厚飼料増給に伴う食滞と生体情報との関係性について，得られた成

果を今後の研究課題の基礎資料として活用する。 

時刻 COW1 COW2 COW3
0 0.774 0.909 0.580
1 0.852 0.791 0.619
2 0.853 0.784 0.487
3 0.898 0.802 0.577
4 0.831 0.819 0.409
5 0.799 0.790 0.176
6 0.703 0.721 0.110
7 0.648 0.629 0.384
8 0.756 0.576 0.495
9 0.903 0.795 0.621

10 0.803 0.791 0.440
11 0.818 0.858 0.478
12 0.900 0.940 0.740
13 0.890 0.932 0.810
14 0.873 0.917 0.878
15 0.919 0.877 0.874
16 0.941 0.827 0.844
17 0.929 0.883 0.835
18 0.906 0.809 0.814
19 0.883 0.806 0.879
20 0.823 0.875 0.909
21 0.845 0.775 0.821
22 0.801 0.706 0.704
23 0.780 0.717 0.603

※胃内温度は1時間毎の最大値

表2　胃内温度40℃<の時間と各時刻の胃内
温度との相関係数
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Ⅳ 事業成績 

 
１ 家畜人工授精事業 
（１）目的 

 実需者のニーズに対応した和牛肉を安定的に消費者へ提供するため，広島血統和牛の増産に必要な

県有種雄牛の精液を製造する。 

 また，乳用牛の活用による和牛増産を加速化するため，体外受精卵の供給体制を構築する。 

 

（２）事業の内容 

   ア 精液の製造・供給 

広島和牛の改良と増殖を図るため，広島和牛の家畜人工授精用精液を安定的に製造及び供給する。 
  イ 種雄牛検定推進 

（ア） 種雄牛産肉能力直接検定 

産肉能力直接検定法によって，生後 7～8 カ月齢の雄子牛を 112 日間飼育し，この間の発

育・増体量及び飼料効率等を調査し，産肉能力の優れた個体を選抜する。 

   （イ） 種雄牛産肉能力現場後代検定 

      産肉能力現場後代検定法によって，候補種雄牛の産子15頭以上の肥育成績を調査し，候補

種雄牛の遺伝的産肉能力を評価する。 

   （ウ） Ｃ検定 
       候補種雄牛のＣ検定肥育牛3頭の肥育成績を調査し，候補種雄牛の遺伝的産肉能力を評価

する。 
  ウ 広島血統和牛受精卵供給体制構築 
   （ア） 広島血統和牛受精卵の製造・供給 
   （イ） 民間主体の受精卵供給体制の構築 

農家等からの申請に基づき体外受精卵を製造・供給 

 

（３）結果の概要 

ア 精液の製造・供給 

    家畜人工授精用精液を，5,134本生産した（表1）。 

    家畜人工授精用精液を，2,409本供給した（表2）。 

 

     表1  生産本数（5,134本） 

名 号 本 数 名 号 本 数 

勝白福 884  神竜岩田 286  

神忠美津 849  立烏帽子 223  

里百合 589  花勝百合 163  

黒笹波 486  野村立８ 157  

茂波竜  468  豊神山 136  

芳乃照 413  照茂山 133  

花勝美 290  福梶大柴 57  
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     表2  供給本数（2,409本） 

名 号 本 数 名 号 本 数 

勝白福 414  田安照 60  

３柴沖茂 344  帝釈丸 57  

立烏帽子 290  花勝百合 35  

芳乃照 236  花勝美 25  

紅勝白 235  茂波竜 22  

里百合 220  安芸重福 20  

沖茂神竜 197  豊神山 20  

黒笹波 123  百合沢照 6  

神忠美津 102  勝白 3  

 
 
  イ 検定実施 

(ア) 種雄牛産肉能力直接検定 
       直接検定法により１頭実施した（表1）。 

  表１  

名  号 

血    統 直 接 検 定 成 績 ゲ ノ ム 育 種 価※ 

父 母 母方祖父 
1日平均 

増体量 

発育 

ランク 

365日 

補正体重 

TDN 

要求率 

脂肪 

交雑 

枝肉 

重量 

七塚８６４４ 田安照 かりん 勝白 1.27 A+ 465.5 4.68 9.59 471.5 

   ※：R1第２回ゲノム育種価 

 

 

(イ) 現場後代検定 

現場後代検定法により３頭実施した（表2）。 

表2  

名  号 
血   統 

枝肉 

重量 

（kg） 

脂肪 

交雑 

（No） 

ロース 

芯面積 

（cm2） 

バラの 

厚さ 

（cm） 

皮下 

脂肪厚 

（cm） 

推定 

歩留 

（％） 父 母方祖父 

茂波竜 沖茂金波 茂波（事） 411.4 7.1 60.3 8.0 2.4 75.3 

黒笹波 沖茂金波 美津福 445.2 6.6 62.0 8.0 2.5 75.0 

帝釈丸 ９中丸 美津福 432.6 8.4 65.8 8.2 2.4 75.9 
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（ウ）  Ｃ検定 

        1頭の候補種雄牛の検定を実施した（表3）。 

表3  

候補種雄牛 
血   統 調査牛 

頭数 

枝肉 

重量 

(kg) 

脂肪 

交雑 

(BMS No) 

ロース 

芯面積 

 (cm2) 

バラの 

厚さ 

(cm) 

皮下 

脂肪厚 

(cm) 

推定 

歩留 

(％) 父 母方祖父 

神竜岩田 第３神竜の４ 美津福 1 554.0 6 70 8.7 2.5 75.2 

 
 

２ 広島血統和牛増産緊急対策事業 
（１）目的 

 和牛受精卵の供給体制の強化と受精卵の取り組みを強化・拡大することにより，乳用牛等肥育経営

や酪農経営の経営改善を図る仕組みを構築するとともに，和牛子牛の増頭による県産和牛肉の生産拡

大を図る。 

  

（２）事業の内容 
体外受精卵製造・供給計画：家畜人工授精事業と合わせて1,500個 

 
（３）結果の概要 

ア 体外受精卵の製造個数：119頭から採卵し1009個生産した 

イ 供給個数：899個（家畜人工授精事業供給分と合算） 

ウ 広島血統和牛受精卵供給体制構築 

農家等からの申請に基づき体外受精卵の製造・供給 
37頭から採卵し461個製造・供給した 

 



１　研究発表
（１）論文発表

著 者 名 論　　文　　表　　題 号    頁 年 月

（育種繁殖研究部）

保本朋宏，今井昭，
山本祐輔，福本豊，
横田文彦，御澤弘靖

ガラス化保存胚のストロー内融解・ダイ
レクト移植が可能な新規開発器具の機能
評価

159-166 2019.5

山本哲史，日高健
雅，今井昭，山本祐
輔，福本豊，森本和
秀，横田文彦，堀内
俊孝

成熟培地へのシステイン添加により生産
した黒毛和種体外受精胚の発生率改善お
よび移植成績

107-114 2019.12

（２）口頭発表

発 表 者 発　　表　　課　　題　　名 　年 月 日

（飼養技術研究部）

河野幸雄 ビタミンＡ簡易測定装置「Ａ－クイッ
ク」 2019.9.20

（育種繁殖研究部）

今井昭 凍結精液への還元型グルタチオン処理に
よるウシ体外受精胚発生率改善 2019.8.29

保本朋宏 新規開発したガラス化胚簡易取扱器具を
用いた現地移植試験 2019.8.30

山本哲史 ウシ体外受精胚の生産効率向上を目的と
した培養液の改良 2020.2.6

山本哲史 １つでも多くの卵子から牛を生産するた
めに～研究成果の事業活用～ 2019.9.20

保本朋宏 ビトラン-７，ここがポイント 2019.9.20

日本胚移植学雑誌 41

令和元年度広島県立総合技術研
究所畜産技術センター研究成果
発表会

令和元年度広島県立総合技術研
究所畜産技術センター研究成果
発表会

Ⅴ　研究発表・広報普及活動及び研修

令和元年度広島県立総合技術研
究所畜産技術センター研究成果
発表会

第3回日本胚移植技術研究会大
会

第3回日本胚移植技術研究会大
会

第34回バイオテクノロジー研究
成果発表会

誌　　　名　　　　巻

学　会　名　等

平成30年度畜産生産に関する研
究調査成果報告書
一般財団法人　畜産ニューテッ
ク協会
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２　著書・その他

著 者 名 表　　　題　　　名 号　　頁 　年 月 

（技術支援部）
神田則昭 雑草にご注意 302号，20 2019.5

神田則昭 自給飼料，今年の前半を振り返ってみま
した 304号，28 2019.7

神田則昭 自給飼料イアコーンサイレージの話 305号，18 2019.8
神田則昭 冬に暑熱を考える 310号，14 2020.1
神田則昭 自動化の進む酪農技術と経営 311号，19 2020.2
（飼養技術研究部）

新出昭吾 飼料イネ開発裏話　～その2「たちすず
か誕生」～ 307号，15 2019.10

新出昭吾 続・飼料イネ開発裏話～その３「“たち
すずか” が全国へ」 308号，19 2019.11

新出昭吾 飼料イネ開発裏話～その4「将来に向
かって」 309号，9 2019.12

（育種繁殖研究部）
山本哲史 畜産技術センターの体外受精卵研究 312号，11 2020.3

３　定期刊行物

４　知的財産権

登録または公開番号 出願日 共同出願者

特許　4448984 2006/11/1

特許　5360476 2009/3/26

特許　5688597 2009/11/13
特許　6197250 2014/12/1

特許　6260902 2014/3/10

特許　6238186 2016/7/1 ミサワ医科工業

特許　6253125 2016/11/25

特許　6475493 2014/12/26

特許　6622039 2015/9/17

特開　2017-118868 2015/12/28

畜産飼料用ドリル式コアサンプラー

反芻動物の分娩情報検知システムおよび分娩情報検知方
法

 平成30年度　広島県立総合技術研究所畜産技術センター年報 2020.3

家畜用飼料給与設備および家畜用飼料給与方法

新規飼料添加用乳酸菌

生殖細胞保存用具及び生殖細胞のガラス化保存方法

反芻動物管理装置
反芻動物管理方法

ガラス化保存された生殖細胞の融解用器具および融解方
法

ビタミンA測定装置及びビタミンA測定システム

家畜の血中ビタミンA及びベータカロテン濃度測定方法並
びに家畜の血中ビタミンA及びベータカロテン濃度測定装
置

藤原製作所，
東亜DKK

藤原製作所，
東亜DKK

農研機構，雪印種苗

発明の名称

らくのうだより広島

らくのうだより広島

 令和元年度　試験研究及び事業計画の概要

刊　　行　　物　　名

らくのうだより広島

雑　　誌　　名

らくのうだより広島

らくのうだより広島

らくのうだより広島
らくのうだより広島

刊行年月

2019.5

らくのうだより広島

らくのうだより広島
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５　技術研修
研　　修　　名 期　　間 人 員 場　　　所 研　 修 　内 　容

（技術支援部）

飼料イネ生産利用技術研修 2019.4.4-5 55 茨城県 ひので酪農協主催の研修会で，飼料イネＷ
ＣＳの利用に関して講演

飼料イネ生産利用技術研修 2019.4.24 5 三次市 農業法人に対し，飼料イネの栽培技術に関
して説明

家畜診療所新任者研修 2019.5.15 2 当センター NOSAI広島の新任獣医師に対し，センターの
概要を紹介

試験研究の概要，施設見学 2019.6.6 3 当センター 県立農業技術大学校１年生に対し，セン
ターの概要について講義，施設案内

フィールド科学実習 2019.6.18 47 当センター 県立広島大学生命環境学部２年生に対し，
センターの概要紹介と施設案内

普及指導員(2年目)研修 2019.6.24 1 当センター 県内における牧草栽培の要点，稲ＷＣＳの
給与について講義

フィールド科学実習 2019.6.25 37 当センター 県立広島大学生命環境学部２年生に対し，
センターの概要紹介と施設案内

牧草生産利用技術研修 2019.7.17 34 三次市 田畑営農指導員に対し，畜産技術センター
における牧草栽培実例を紹介

地域学習（牛舎見学） 2019.7.26 4 当センター 庄原市立東小学校の生徒に対し，家畜や施
設を紹介

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.7.26 54 当センター 福山市立西深津小学校５年生に対し，搾乳
体験と施設紹介

食品衛生学フィールドワーク 2019.8.6 38 当センター 県立広島大学人間科学部の学生に対し，セ
ンターの概要紹介と施設案内

動物を扱う職場の見学 2019.8.20 30 当センター 庄原実業高校生物生産学科1年生に対し，セ
ンターの概要と開発技術(特許)を紹介

行政体験研修（インターンシップ） 2019.8.21 2 当センター 実習生（獣医学科学生）に対し，センター
の概要を紹介

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.8.23 44 当センター 美古登小学校の生徒と保護者に対し，搾乳
体験と施設（搾乳ロボット等）紹介

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.9.18 24 当センター 英数学館小学校５，６年生に対し，搾乳体
験と施設紹介

排水処理堆肥化技術研修（ひろしま国
際センター） 2019.9.27 11 当センター 中南米の排水処理技術者に対し，排水処

理，堆肥化技術に関する研修

普及指導員新任者研修 2019.10.18 6 当センター 新任指導員に対し，センターの概要を紹介

精液採取及び処理の研修 2019.11.21 28 当センター 広島大学生物圏科学研究科の学生に対し，
センターの概要を紹介

（飼養技術研究部）

家畜診療所新任者研修 2019.5.15 2 当センター NOSAI広島の新任獣医師に対し，施設および
研究内容の紹介

フィールド科学実習 2019.6.18 47 当センター 県立広島大学生命環境学部２年の学生に対
し，施設（搾乳牛舎）と研究内容の紹介

フィールド科学実習 2019.6.25 37 当センター 県立広島大学生命環境学部２年の学生に対
し，施設（搾乳牛舎）と研究内容の紹介

普及指導員(畜産)研修 2019.7.23 3 当センター 普及指導員に対し，乳牛の暑熱ストレスに
関する講義と実習を実施

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.7.26 54 当センター 福山市立西深津小学校５年生に対し，搾乳
ロボットや牛乳について紹介

食品衛生学フィールドワーク 2019.8.6 38 当センター 県立広島大学人間科学部の学生に対し，搾
乳ロボットや乳牛の飼養管理について紹介

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.9.18 24 当センター 英数学館小学校５，６年生に対し，搾乳ロ
ボットや牛乳について紹介

講義「畜産の先端技術」 2019.10.15 5 当センター 県立農業技術大学校２年生に対し，和牛･乳
牛の飼養管理，堆肥について講義

普及指導員新任者研修 2019.10.18 6 当センター 新任指導員に対し，施設および研究内容の
紹介

第５回広島大学酪農技術セミナー 2019.10.23 250 東広島市 飼料イネの乳牛への給与について講演

和牛TMR視察 2019.10.30 3 三次市 鹿児島県職員に対し，和牛TMRについて説明

令和元年度和牛研修会 2019.11.14 120 岡山県 TMR技術について講演

令和元年度広島牛飼養法人研修会 2019.12.20 12 三次市 繁殖牛へのイネWCSの適正な給与について講
演
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研　　修　　名 期　　間 人 員 場　　　所 研　 修 　内 　容

（育種繁殖研究部）

家畜診療所新任者研修 2019.5.15 2 当センター NOSAI広島の新任獣医師に対し，施設および
研究内容を紹介

家畜バイオ先端技術 2019.6.17 5 当センター 県立農業技術大学校２年生に対し，牛受精
卵生産技術に関する講義

フィールド科学実習 2019.6.18 47 当センター 県立広島大学生命環境学部２年の学生に対
し，施設(採精)および研究内容の紹介

普及指導員(2年目)研修 2019.6.24 1 当センター 受精卵移植の受胎率に影響する要因や保育
育成技術について講義

フィールド科学実習 2019.6.25 37 当センター 県立広島大学生命環境学部２年の学生に対
し，施設(採精)および研究内容の紹介

種雄牛視察研修 2019.7.5 8 当センター 量販店，JAに対し，種雄牛舎・精液採取の
見学案内，広島県の種雄牛造成の説明

2019年度雌雄産み分け技術共同試験技
術検討会 2019.7.11 11 福島県 ガラス化胚ダイレクト移植融解器具（ビト

ラン７）について意見交換

双三和牛改良組合総会 2019.7.17 30 三次市 広島県有種雄牛について解説

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.7.26 54 当センター 福山市立西深津小学校５年生に対し，和牛
（種雄牛）について紹介

食品衛生学フィールドワーク 2019.8.6 38 当センター 県立広島大学人間科学部の学生に対し，精
液採取・処理の様子を実演・紹介

経膣採卵に関する研修 2019.8.22 3 当センター 石川県，らくのうマザーズ職員の視察･実習
に対応

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.8.23 44 当センター 美古登小学校の生徒と保護者に対し，和牛
（種雄牛）について紹介

受精胚生産供給に関する視察 2019.9.10 1 当センター 宮崎県営農支援課に対し，体外受精胚生
産・供給体制について紹介

体験学習（牛舎見学・搾乳体験） 2019.9.18 24 当センター 英数学館小学校５，６年生に対し，和牛
（種雄牛）について紹介

牛の調教講習会 2019.10.4 20 当センター 牛の調教に関する講義，外部講師による種
雄牛調教講習の見学者に対応

普及指導員新任者研修 2019.10.18 6 当センター 新任指導員に対し，施設および研究内容の
紹介

普及指導員研修 2019.10.23 6 当センター 畜産担当普及指導員に対し，広島県の種雄
牛造成，精液採取について講義・実演

精液採取等見学研修 2019.11.21 28 当センター 広島大学生物圏科学研究科の学生に対し，
精液採取，種雄牛舎の説明を実施

種雄牛視察研修 2019.12.6 10 当センター 庄原和牛改良組合庄原西支部10名に対し，
種雄牛について説明

ビトラン-７に関する視察研修対応 2019.12.18 1 当センター 広島市農林水産振興センター職員に対し，
ビトラン-７について説明

種雄牛視察研修 2020.1.8 1 当センター 神石高原町畜産農家に対し，種雄牛につ
いて説明
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６　主要行事
期　　　間 主　　要　　行　　事 場　 　所

平成31年 4月 1 着任式 当センター
4 農林水産局所長会議 県庁
26 総研運営会議 県庁
26 広島バイオテクノロジー推進協議会理事会 県庁

令和元年 5月 5 第52回七塚原写生大会 当センター
10 試験研究設計検討会 当センター
15 NOSAI新人獣医師研修 当センター
15 畜産アクションプログラム推進会議 県庁
24 知財基礎研修 広島市
28 総研運営会議 県庁

6月 13 令和元年度第１回人権委員会 当センター
18 県立広島大学（庄原）フィールド科学実習① 当センター

18～19 全国畜産関係場所長会議 東京都
25 県立広島大学（庄原）フィールド科学実習② 当センター
25 総研運営会議 広島市

7月 2 広島バイオテクノロジー推進協議会総会 広島市
12 知的財産基礎研修（第２回）及び特許検索研修 広島市
23 普及指導員研修（畜産経営における暑熱対策） 当センター
26 福山市立西深津小学校　搾乳体験 当センター
31 総研運営会議 広島市

8月 2 第１回 試験研究進捗検討会 当センター
6 県立広島大学（広島）フィールドワーク 当センター
7 近畿中国四国農業試験研究推進会議 福山市
20 県立庄原実業高校（生物生産学科）見学 当センター
20 堆肥共励会（審査） 当センター
23 庄原市立美古登小学校　搾乳体験 当センター
23 堆肥共励会（総会･研修会） 当センター
28 中国四国ブロック場所長会 岡山県

9月 18 英数学館小学校（福山市）　搾乳体験 当センター
20 畜産技術センター研究成果発表会 庄原市
26 総研運営会議 広島市
27 JICA「排水処理技術」研修 当センター

10月 15 人権問題職場研修（ダイバーシティー） 庄原市
23 普及指導員研修（和牛の血統と改良） 当センター
29 県畜産共進会 三次市
31 全日本ホルスタイン共進会広島県対策協議会 県庁

11月 5 総研運営会議 広島市
14 全国場所長会議 東京都
21 広島大学　見学（精液採取・処理等） 当センター
26 総研運営会議（新規課題審査） 広島市

12月 5 「北部人権研修」女性の人権課題研修 庄原市
19 第２回 試験研究進捗検討会 当センター

令和2年 1月 15 化学薬品研修 当センター
17 畜産GAP研修会 東広島市
20 飼料作物等委託業務検討会議 当センター
29 総研運営会議 県庁

2月 6 広島バイオテクノロジー推進協議会成果発表会 広島市
12 総研知財発表会 東広島市
28 総研運営会議 県庁

3月 2 アクションプログラム推進会議 県庁
13 試験研究成果･移転検討会 当センター
27 総研運営会議 県庁
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７　技術指導
業種名 件数
肉用牛（繁殖） 40
肉用牛（肥育） 36
肉用牛（一貫） 97
酪農 53
特用家畜（山羊・めん羊・馬等） 16
耕種農家 15
農業法人（集落営農法人・会社法人） 7
協同組合 156
獣医師 36
家畜人工授精師 18
行政機関 448
研究機関 162
医療機関 0
教育機関 114
製造業（飼料・肥料） 57
製造業（医薬品・医療機器等） 37
製造業（機械器具・電子部品等） 64
報道機関 9
一般(個人) 11
その他 93
計 1469

26



１　家畜管理業務

 （１）　乳用牛

　　ア　飼養頭数（頭）

年 年

度 度

始 生 購 保 分 転 合 売 保 分 転 死 合 末

頭 管 類 管 類 頭

数 産 入 換 換 記 計 払 換 換 記 亡 計 数

種雌牛 29 5 2 7 6 9 2 17 19

フィステル牛 3 0 1 1 2

乾乳牛 4 11 11 7 5 12 3

育成雌牛 12 10 10 8 3 11 11

雄子牛 1 1 1 2 2 0

雌子牛 12 6 6 0 12 12 6

受卵牛 5 6 6 5 5 6

合　計 66 7 6 0 15 13 41 # 29 0 15 14 2 60 47

　　イ　牛乳生産及び処分(H31:2019年度） 
（kg）

月末

月 頭数（成牛） バケット

H31/4 29

5 25

6 19

7 21

8 23

9 24

10 22

11 20

12 19

R2/1 17

2 18

3 19

計 256

0

266,634.8 

Ⅵ　業務実績の概要

増 減

生産量

27,324.8  

27,489.3  

22,994.1  

20,496.9  

22,080.9  

24,433.0  

24,505.1  

22,727.2  

1521.5

768.6

864.8

19,050.5  

ロボット

1336.4

1981.3

846.8

2324.1

4518.9

1735.6

915.5

1247.0

703.7

239.7

17,598.0  

18,139.1  

19,599.8  

18,335.2  

出荷数量 
廃棄量

947.5

890.7

281.4

149.8

312.2

864.8

448.2

544.1

151.7

1,039.3

6,825.6

25,123.6

24,643.2

21,699.1

17,628.7

17,410.3

21,658.1

22,642.1

20,589.5

18,614.7

18,661.0

15,764.3

17,235.5

241,670.1

331.1
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ウ　個体別泌乳成績一覧

No ネックNo 名号 分娩年月日 産次 乾乳年月日 総乳量（㎏） 搾乳日数（日） 最高乳量（㎏） 最高乳量到
達日（日）

30５日乳量（㎏） 乳脂率（％） 乳タンパク質
率（％）

乳糖率（％） SNF率（％）

1 R220 220号 2018/03/11 1 2019/03/25 9163.5 375 32.2 66 7960.5 4.78 3.99 4.57 9.56
2 R128 ﾏﾗｿﾝ ｺﾞｰﾙﾄﾞﾄﾞﾘｰﾑ ｽｸﾘｰﾁ 2019/01/31 2 2019/04/01 2767.2 56 47.2 55 - 4.98 2.61 4.22 7.83
3 R109 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾞｰ ｻﾘｰｵﾘｰ 2017/10/26 4 2019/04/12 15226.3 517 45.2 74 11696.0 4.79 3.56 4.63 9.19
4 R121  ﾎﾟｼｭ ﾏｰｷｭﾘｰ ﾉﾏﾄﾞ 2019/01/22 3 2019/04/19 3494.9 83 46.4 22 - 3.82 2.98 4.49 8.47
5 R216 216号 2018/07/16 3 2019/04/24 10381.1 278 51.2 70 10952.1 3.91 3.25 4.67 8.92
6 R227 227号 2018/06/19 1 2019/04/28 9266.2 309 42.6 61 9241.6 4.20 3.47 4.75 9.22
7 R219 219号 2018/04/03 2 2019/05/10 15972.0 398 54.0 69 13312.5 3.56 2.96 4.49 8.45
8 R103 ｸｲｰﾝ ｱﾆｰ ｱｼﾘｰ ET 2018/06/23 4 2019/05/16 14797.9 323 60.2 58 14436.2 4.13 3.42 4.59 9.01
9 R215 215号 2017/09/05 2 2019/05/17 23089.4 537 53.1 94 14795.7 3.57 3.28 4.60 8.88

10 R122 ｸｲｰﾝ ﾗｲｻﾞｰ ﾁｬﾝﾋﾟｮﾝ 2019/03/13 3 2019/05/20 2146.1 64 38.8 58 - 4.25 2.90 4.56 8.46
11 R225 225号 2018/08/23 2 2019/06/01 7902.0 278 41.9 79 8336.6 4.25 3.34 4.66 9.00
12 R136 ｺﾗﾝｻ ｼﾞｬｽﾃｨｽﾈｵ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ET 2018/07/14 1 2019/06/08 10562.8 325 40.8 97 10103.7 3.46 3.45 4.76 9.21
13 R226 226号 2018/07/11 3 2019/06/08 14826.7 328 57.2 68 14277.9 3.50 3.13 4.63 8.76
14 R110 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ET 2019/01/28 5 2019/06/11 4868.6 130 45.2 74 9513.2 5.25 2.81 4.26 8.07
15 R218 218号 2018/05/30 3 2019/06/22 18659.3 384 63.5 35 15710.5 3.54 2.88 4.61 8.49
16 R116 2 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾆｰ ﾊﾟﾜｰ 2018/10/02 3 2019/08/04 15185.8 302 61.1 48 15185.8 3.68 3.18 4.62 8.80
17 R217 217号 2019/02/13 3 2019/10/28 9149.4 252 50.3 82 10265.6 3.95 3.37 4.52 8.89
18 R127 2 ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 2019/01/15 3 2019/11/04 6468.1 257 35.4 65 7166.7 4.98 3.36 4.78 9.14
19 R135 ﾎﾟｼｭ　ﾄﾞﾘｰﾑ　ｱﾆｰ 2018/07/11 1 2019/11/12 14946.5 495 39.9 118 9966.8 3.99 3.43 4.66 9.09
20 R129 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ ｱﾆｰ 2019/02/15 1 2019/12/03 12082.1 287 53.3 81 12492.8 3.28 2.91 4.64 8.55
21 R216 216号 2019/08/12 4 2019/12/03 3729.5 109 44.5 40 8480.9 3.54 3.10 4.67 8.77
22 R224 224号 2018/10/03 2 2019/12/08 15532.7 428 50.3 64 11843.0 3.69 3.23 4.62 8.85
23 R112 ｸｲｰﾝﾍﾞｯｼｰ ｼﾄﾞ ﾚｯﾄﾞﾏﾝ ET 2018/06/14 4 2019/12/11 18072.0 530 54.3 72 11411.1 3.52 3.04 4.52 8.56
24 R226 226号 2019/07/22 4 2019/12/18 5461.8 144 46.8 59 9678.3 3.59 3.02 4.46 8.48
25 R137 ﾌｪｻﾞﾝ ｸﾚｲﾀｽ ｱﾆｰ ET 2018/08/19 1 2020/01/20 15195.0 515 39.9 70 9969.0 3.63 3.21 4.83 9.04
26 R119 ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ  ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED 2018/05/30 3 2020/02/11 18953.7 619 49.8 81 11668.1 4.27 3.26 4.64 8.90
27 R227 227号 2019/07/21 2 2020/02/25 7279.0 215 46.4 40 9288.0 4.17 3.19 4.48 8.67
28 R228 228号 2019/01/22 2 2020/03/10 14310.8 409 49.5 120 11851.0 3.85 3.15 4.47 8.62
29 R223 223号 2019/02/11 2 2020/02/09 12887.8 359 50.5 57 12146.6 4.23 3.33 4.69 9.02

平均値 11461.3 320.9 48.0 68.2 11221.2 4.01 3.20 4.59 8.79
±　標準偏差 5504.8 152.4 7.5 21.8 2346.5 0.52 0.27 0.14 0.36

注）最高乳量および到達日は，５日間連続日の平均



 （２）　肉用牛

　　ア　飼養頭数 (頭)

年 年

区 度 度

始 生 購 使 分 借 返 委 合 売 死 使 分 返 委 合 末

分 頭 用 類 用 類 頭

数 産 入 換 換 入 還 託 計 払 亡 換 換 還 託 計 数

種雄牛 15 1 3 4 2 2 17

直接検定牛 4 4 1 5 1 3 4 5

供卵牛 20 1 1 4 1 5 16

借上げ供卵牛 0 0 0 0

育成牛 2 2 2 2 2 2

雄子牛 6 12 12 12 2 1 15 3

雌子牛 6 8 8 5 1 2 8 6

検定肥育牛 1 0 0 1

研究肥育牛 9 9 1 10 9 9 10

計 63 20 15 3 4 0 0 0 42 33 2 4 6 0 0 45 60

（本）

計

肉用牛 2,986 87,58957785,441 5,134 5,134 2,409

払い出し

生産 計 譲渡所管換

翌年度
繰越

増 減

所管換 試験用 廃棄

　　イ　精液の生産利用状況

区　　　分  前年度
繰越

受け入れ
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２　飼養家畜名簿
（１）乳用牛 (令和2年3月末現在)

1 28 ｸｲｰﾝ ﾀｲﾀﾆｯｸ ｴﾙﾋｰﾛ-ｽﾞ ﾘﾘｰ 1214291901 2005/4/11 2009/8/6 3 ﾊｰﾄﾗｲﾝ ﾀｲﾀﾆｯｸ ET 200H3121 ｸｲｰﾝ ｴﾙﾋｰﾛｰｽﾞ ﾛﾋﾞｰ ﾘﾘｰ 1177520117

2 87 ﾏﾗｿﾝ ﾏｾﾗﾃｨ ｽｸﾘｰﾁ ﾜﾝ ﾌﾀｺﾞ 841775334 2010/04/27 1 NLBC ｴﾙﾌｨﾝ ﾏｾﾗﾃｲ ET 53241 2ﾏﾗｿﾝ ｽｸﾘｰﾁ ｱｲｶﾞｰ ET 1240107528

3 109 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾞｰ ｻﾘｰｵﾘｰ 1337084695 2011/11/28 2019/10/28 5 ﾊﾟｰｼｭｰﾄ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾞｰ ｽﾄｰﾑ ET 200H3067 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ｻﾘｰｵﾘｰ ﾄﾞﾐﾉ ET 1240107535

4 114 ﾎﾟｼｭ ｱﾆｰ ﾉﾏﾄﾞ 1337084930 2013/01/06 2019/04/01 3 ﾊｯﾋﾟｰﾗｲﾌﾞ BW ｱﾆｰ ET 52428 ﾎﾟｼｭ ﾉﾏﾄﾞ ﾗﾓﾝ 1240107559

5 116 2 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾆｰ ﾊﾟﾜｰ 1348785062 2013/04/29 2019/09/21 4 ﾊｯﾋﾟｰﾗｲﾌﾞ BW ｱﾆｰ ET 52428 ﾌｪｻﾞﾝ ﾊﾟﾜｰ ｾｲﾊﾞｰ ET 1246226919

6 119 ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ  ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED 1348785154 2013/9/6 2018/5/30 3 ﾐｼｴﾘｰ ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED 200H5546 HNｽﾘﾅﾑﾗﾝﾍﾟｰｼﾞｳｨﾝﾚｯﾄﾞ ET 1235730823

7 123 ｺﾗﾝｻ ﾗｲｻﾞｰ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ 1381885484 2014/07/11 2018/06/19 2 SR ｼﾞｬｽﾃｨ ﾗｲｻﾞｰ ET 54332 ｺﾗﾝｻ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ﾙﾄﾞﾙﾌ ET 1246226995

8 127 2 ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1381885347 2014/09/08 2019/01/15 3 ﾊﾟｲﾝﾂﾘｰ ｼﾄﾞ ET USA 62175895 HN ｽﾉｰ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ﾙﾅ ET 1235730755

9 133 ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｼﾄﾞ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾟｰ 1343085938 2015/08/31 2019/03/19 1 ﾊﾟｲﾝﾂﾘｰ ｼﾄﾞ ET USA 62175895 HN ｽﾘﾅﾑ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｳｨﾝ RED ET 1235730823

10 135 ﾎﾟｼｭ ﾄﾞﾘｰﾑ ｱﾆｰ 1343085693 2016/07/18 2018/07/11 1 ﾍﾝｶｼｰﾝ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ﾄﾞﾘｰﾑ 53959 ﾎﾟｼｭ　ｱﾆｰ　ﾉﾏﾄﾞ 1337084930

11 136 ｺﾗﾝｻ ｼﾞｬｽﾃｨｽﾈｵ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ET 1521185993 2016/08/22 2019/07/29 2 HEF ｼﾞｬｽﾃｨｽ ﾈｵ ET 53440 ｺﾗﾝｻ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｾｲﾊﾞｰ ET 1240107740

12 137 ﾌｪｻﾞﾝ ｸﾚｲﾀｽ ｱﾆｰ ET 1527486049 2016/10/20 2018/08/19 1 ﾄｯﾌﾟｶﾞﾝ ｵﾌﾞ ｸﾚｲﾀｽ ET 54028 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾆｰ ﾊﾟﾜｰ 1337084640

13 138 ｽﾉｰ ｽﾏｰｸ J ﾍﾌﾃｨ 1527486056 2017/01/22 2019/10/30 1 ｵﾑﾗ ｽｲｰﾃｲｰ ｽﾏｰｸ J ET 55214 ｽﾉｰ ﾍﾌﾃｨ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1348785123

14 140 ｱｲﾀﾞ ｽﾏｰｸ J ｼﾞｪｽﾛ ET 1421286165 2017/05/16 2019/06/22 1 ｵﾑﾗ ｽｲｰﾃｲｰ ｽﾏｰｸ J ET 55214 ｱｲﾀﾞ ｱﾆｰ ｼﾞｪｽﾛ ET 1337084657

15 142 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄ ﾗｽﾄｼｮｰ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ 1421286226 2017/10/25 ｲｰｸﾞﾙﾋﾙ PN ﾗｽﾄｼｮｰ ET 55329 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ RED 1337084718

16 145 ｽﾉｰﾂｰ ﾗｽﾄｼｮｰ ｼﾄﾞ ﾌﾀｺﾞ ﾂｳ 1421286257 2017/10/27 2020/03/29 1 ｲｰｸﾞﾙﾋﾙ PN ﾗｽﾄｼｮｰ ET 55329 2 ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1381885347

17 146 ﾎﾟｼｭ ﾗｽﾄｼｮｰ ﾏｰｷｭﾘｰ 1421286271 2017/11/13 2019/12/29 1 ｲｰｸﾞﾙﾋﾙ PN ﾗｽﾄｼｮｰ ET 55329 ﾎﾟｼｭ ﾏｰｷｭﾘｰ ﾉﾏﾄﾞ 1348785222

18 147 ｽﾉｰﾜﾝ ﾗｽﾄｼｮｰ ｼﾄﾞ 1421286288 2017/12/6 2019/12/21 1 ｲｰｸﾞﾙﾋﾙ PN ﾗｽﾄｼｮｰ ET 55329 1ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1381885392

19 153 ｸｲｰﾝﾍﾞｯｼｰ ｴｽﾃｨﾛｰﾀﾞ ﾊｰｼｭ ET 1570286399 2018/6/4 ｲﾅﾊﾞｰﾄ ｴｽﾃｨﾛｰﾀﾞ ET 55983 ｸｲｰﾝﾍﾞｯｼｰ ﾊｰｼｭ ﾚｯﾄﾞﾏﾝ 1337084633

20 154 ｺﾗﾝｻ ｴｽﾃｨﾛｰﾀﾞ ﾗｲｻﾞｰ 1570286429 2018/06/19 ｲﾅﾊﾟｰﾄ ｴｽﾃｨﾛｰﾀﾞ ET 55983 ｺﾗﾝｻ ﾗｲｻﾞｰ ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ 1381885484

21 155 ｸｲｰﾝ ｴﾓｰｼｮﾝ ｱﾆｰ 1570286436 2018/6/23 ｻﾝﾜｰﾄﾞ ｽｰﾊﾟｰ ｴﾓｰｼｮﾝ ET 55552 ｸｲｰﾝ ｱﾆｰ ｱｼﾘｰ ET 1335385015

22 158 ﾌｪｻﾞﾝ ｴｽﾃｲﾛｰﾀﾞ ｱﾆｰ 1383086780 2018/10/2 ｲﾅﾊﾟｰﾄ ｴｽﾃｨﾛｰﾀﾞ ET 55983 2 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾆｰ ﾊﾟﾜｰ 1348785062

23 159 ｽﾆｰﾂ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ｼﾄﾞ ﾜﾝ ﾌﾀｺﾞ 1383086742 2019/1/15 ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ET 55782 2 ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1381885347

24 160 ｽﾉｰﾂｰ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ｼﾄﾞ ﾂｳ ﾌﾀｺﾞ 1383086759 2019/01/15 ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ET 55782 2 ｽﾉｰ ｼﾄﾞ ｺﾞｰﾙﾄﾞ ET 1381885347

25 161 ﾒｲﾌﾟﾙ ﾗｽﾄｼｮｰ ｽﾀｰﾄ 1383086766 2019/01/22 ｲｰｸﾞﾙﾋﾙ PN ﾗｽﾄｼｮｰ ET 55329 ﾋﾛｼﾏﾁｸｷﾞﾌｧｰﾑ 1454754778

26 162 ﾎﾟｼｭ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ﾏｰｷｭﾘｰ 1383086773 2019/01/22 ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ET 55782 ﾎﾟｼｭ ﾏｰｷｭﾘｰ ﾉﾏﾄﾞ 1348785222

27 163 ｸｲｰﾝﾍﾞｯｼｰ ｽﾉｰﾌﾚｰｸ ﾊｰｼｭ ET 1383086544 2019/01/28 ｽﾉｰﾌﾚｰｸ ET
DEU

536762679
ｸｲｰﾝﾍﾞｯｼｰ ﾊｰｼｭ ﾚｯﾄﾞﾏﾝ 1337084633

28 165 ｱｵﾍﾞﾝﾄ ｴﾄﾞｳｴｲ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ RED ET 1383086599 2019/04/28 ｴﾄﾞｳｴｲ ＥＴ
DEU

580498163
ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄ ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ RED 1337084718

29 166 1 ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｽﾈｰｸ ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED ET 1383086674 2019/07/21 ｽﾈｰｸ RED ET
DEU

120938390
ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED 1348785154

30 167 2 ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｽﾈｰｸ ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED ET 1600886803 2019/07/29 ｽﾈｰｸ RED ET
DEU

120938390
ﾗﾝﾍﾟｰｼﾞ ｲﾝﾌﾗﾙｰｼﾞｭ RED 1348785154

31 168 ﾌｪｻﾞﾝ ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ｱﾆｰ 1600886858 2019/09/21 ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ET 55782 2 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾆｰ ﾊﾟﾜｰ 1348785062

32 169 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾞｰ 1600886865 2019/10/28 ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ ｸﾞﾚｲﾌﾞ ET 55782 ｸﾞﾛﾓﾝﾄ ｾﾌﾟﾃﾝﾊﾞｰ ｻﾘｰｵﾘｰ 1337084695

33 170 ﾌｪｻﾞﾝ ｱﾘｰ ｸﾚｲﾀｽ 1600886940 2020/03/03 ﾐｯｷｰﾃﾞｰﾙ ｱﾘｰ ｽｰﾀﾞﾝ ET 56465 ﾌｪｻﾞﾝ ｸﾚｲﾀｽ ｱﾆｰ ET 1527486049

34 215 215 号 1445204824 2014/01/26 2019/09/13 3

35 218 218 号 1445204954 2014/02/12 2019/08/19 4

36 220 220 号 1343181357 2013/12/25 2019/08/06 2

37 223 223 号 1348784003 2014/02/11 2019/02/11 2

38 224 224 号 1445208334 2013/12/23 2018/10/03 2

39 228 228 号 1454754778 2015/01/08 2019/1/22 2

40 229 229 号 1454754761 2015/01/02 2019/04/28 2

41 231 KKB ﾚｶﾞﾘｱ ﾊﾞｶﾝｽ 1484001767 2015/07/31 2019/02/18 2 ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ ﾚｶﾞﾘｱ ET 54828 KKB 8671

牛番号 最近分娩・産次数 母牛の登録番号牛番号 名前 登録番号 出生日 父牛 父牛の登録番
号 母牛
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（２）肉用牛 

ア 種雄牛                        （令和 2年 3月末現在） 

名   号 登録番号 生年月日 産     地 
血         統 審査 

得点 父 母 

勝白福 黒原 5511 H22.09.15 庄原市西城町 勝白 きのした 84.0 

    （黒原 3849） （黒原 1288289）  

３柴沖茂 黒原 5651 H23.04.06 三次市甲奴町 沖茂金波 ３しばらぎ４ 87.8 

    （黒原 4585） （黒 2132372）  

芳乃照 黒原 5786 H24.06.05 庄原市七塚町 田安照 よしの１ 82.3 

    （黒原 4866） （黒原 1234466）  

茂波竜 黒原 5999 H26.03.25 庄原市七塚町 沖茂金波 ７たかりゅう 83.8 

    （黒原 4585） （黒原 1182250）  

黒笹波 黒 15181 H26.08.17 神石郡神石高原町 沖茂金波 くろささ２ 83.4 

    （黒原 4585） （黒原 1480498）  

豊神山 黒原 6092 H27.04.10 神石郡神石高原町 美津百合 ふくこ 85.5 

    （黒原 4990） （黒原 1369808）  

花勝美 黒 15317 H27.04.16 庄原市七塚町 美津百合 はなひら 83.0 

    （黒原 4990） （黒 2321708）  

花勝百合 黒 15316 H27.11.17 庄原市七塚町 美津百合 はなひら 83.4 

    （黒原 4990） （黒 2321708）  

福梶大柴 黒原 6160 H28.01.06 庄原市七塚町 ３柴沖茂 ふくかじかわ７ 85.8 

    （黒原 5651） （黒原 1450732）  

大柴１ 黒原 6159 H28.02.20 庄原市峰田町 ３柴沖茂 どいばら８の３ 87.2 

    （黒原 5651） （黒原 1338081）  

立烏帽子 黒原 6162 H27.12.16 世羅郡世羅町 烏帽子 よこたやたつ１ 86.8 

    （黒 15068） （黒 2385890）  

紅神照 黒原 6238 H28.10.01 庄原市七塚町 田安照 ゆりさわ 85.0 

    （黒原 4866） （黒原 1515952）  

百合沢照 黒原 6239 H28.10.02 庄原市七塚町 田安照 ゆりさわ 86.0 

    （黒原 4866） （黒原 1515952）  

神竜岩田 黒 15547 H29.03.13 庄原市七塚町 第３神竜の４ しげなが６４ 85.1 

    （黒原 985） （黒原 1288301）  

照茂山 黒 15564 H29.05.07 東広島市安芸津町 田安照 いとしげ 83.0 

    （黒原 4866） （黒 2418826）  

野村立 黒原 6316 H29.09.16 庄原市東城町 田安照 のむら７７ 84.0 

    （黒原 4866） （黒原 1445155）  

八咫烏 黒 15608 H30.04.07 神石郡神石高原町 烏帽子 いとしげ 82.7 

    （黒 15068） （黒 2418826）  
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イ 供卵牛 
（令和 2年 3月末現在） 

名号 登録番号 生年月日 産   地 
血    統 

登録 
得点 父 母方祖父 

みずぐち５５２１ 黒原
1427017 

H18.12.14 北広島町大朝 平茂勝 牛若丸（長崎） 81.0 

ゆりさわ 黒原
1515952 

H22.1.20 庄原市七塚町 百合茂 平茂勝 83.0 

ただみ 黒原
1522570 

H22.3.19 庄原市七塚町 勝白 美津福 83.0 

かりん 黒原
1540675 

H22.10.9 庄原市七塚町 勝白 美津福 82.0 

２やすふくしま 黒原
1559504 

H22.12.14 三次市三原町 安福久 平茂勝 83.0 

やよい 黒原
1559496 

H23.2.24 庄原市七塚町 沖茂金波 平茂勝 81.7 

れもん 黒原
1604561 

H24.5.13 庄原市七塚町 田安照 百合茂 84.2 

１３ゆき２ 黒原
1631459 

H25.3.17 神石郡神石高原町 紅勝富士 勝白 81.2 

ゆりはる 黒原
1637488 

H25.4.29 庄原市七塚町 美津百合 福栄 85.3 

ふくひめ 黒 2454776 H25.5.8 東広島市西条町 福安照 勝忠平 81.6 

きよみ 黒原
1683475 

H26.8.19 庄原市七塚町 安福久 北国７の８ 81.2 

てんふじひさ５ 黒原
1700862 

H27.12.16 庄原市西城町 ３柴沖茂 安福久 84.1 

さわはる 黒 2568640 H28.4.23 庄原市七塚町 美津照重 安茂晴 82.5 

ふくひめてる 黒原
1753425 

H29.6.29 庄原市七塚町 田安照 福安照 83.5 

てるみ 黒 2636463 H29.10.6 庄原市七塚町 美津照重 安福久 79.2 

よしの１の８ 黒原
1590504 

H23.12.6 三次市布野町 ９中丸 美津福 80.4 

  



３　圃場管理業務

（１）　圃場の概要

（２）　圃場管理用機械の概要

品　　名 規　　　　　　　　　　格 取得年月 品　　名 規　　　　　　　　　　格 取得年月

特殊自動車 ﾌｫｰﾄﾞ4000B型ﾄﾗｸﾀｰ S47. 4 運　搬　車ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾚｰﾗｰ ﾈｯﾄ付(2t)H11ら H 1. 8

ﾌｫｰﾄﾞﾄﾗｸﾀｰ安全ﾌﾚｰﾑ付6600 S54. 5 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾚｰﾗｰ HD(2t)H11ら16 H 2. 6

ﾄﾗｸﾀｰﾌｫｰﾄﾞ6600前後ｳｪｲﾄ S57. 5 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾚｰﾗｰ (2t)H11ら17ｽ H 3. 7

ﾌｫｰﾄﾞ4610ﾄﾗｸﾀｰ62 Ps2WD S58.10 ｸﾎﾞﾀELL801 H 8. 4

ﾄﾗｸﾀｰ6610D/P-4WDOG79 S62. 4 ﾊﾞｹｯﾄﾀﾞﾝﾌﾟ式ﾎｲﾙ型ｸﾎﾞﾀｾ30- S58. 3

ﾄﾀｸﾀｰﾌｫｰﾄﾞｼﾞｪﾋﾞﾘ7810 H 2. 4 SE410D H 1. 1

ﾄﾗｸﾀｰﾌｫｰﾄﾞ6610 H 3. 4 ﾍﾞｰﾙｸﾘｯﾊﾟｰMBG1031 H18. 3

ﾏｲｽﾀｰﾛｰﾀﾞｰL785 ﾏﾆｱﾌｫｰ H 5. 8 乗用運搬車ES672MCDP H23. 7

ﾄﾖﾀｼｮﾍﾞﾙ 3SDK4 H 8. 3 トレーラー2tﾀﾞﾝﾌﾟ式 S38. 3

ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾀﾞｰ ﾄﾘﾏ1390 H10. 4 2tﾀﾞﾝﾌﾟ式 S40. 3

ﾔﾝﾏｰ ﾐﾆﾊﾞｯｸﾎｰB50-1-PRPTOA H11. 3 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾚｰﾗｰﾃﾞﾘｶ10D(2t)HI S56.10

ﾄﾗｸﾀｰﾌｫｰﾄﾞTS90 80DS CAB付き H13. 2 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾚｰﾗｰﾃﾞﾘｶ10D(2t)HI S59. 5

ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞ WA30-6 H26. 1 荷  造  機 ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ276型(ﾍｲﾍﾞｰﾗｰ) S51. 5

す      き ﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙﾌﾟﾗｳTRY173(ｽｶﾞﾉ式) H 2. 6 コンベアー巾60cm長さ巻5m(上げ3相ﾓｰﾀｰ) S57. 6

播  種  機 ｼﾞｪｯﾄｼｰﾀﾞｰJS4100 4条 S58. 5 散  布  機 ﾏﾆｱﾊﾟﾝ付き155 H 7.12

ｼﾞｪｯﾄｼｰﾀﾞｰ高北JS4102 H 7. 4 刈  取  機 ﾛｰﾀﾘｰﾓｱｰ･ﾔﾝﾏｰYRM8210 H 5. 3

牧草調整機 自走式ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞﾏｼｰﾝ SW101WY H18. 3 ﾀｶｷﾀMC 30DX-SK S61. 3

切断型ﾛｰﾙﾍﾞｰﾗｰ MR-810 H18. 3 JFGCS210 S52. 4

ﾍｰﾒｰｶｰﾔﾝﾏｰSFT80LHM H 7. 3 NH718 S55.10

ﾛｰﾙﾍﾞｰﾗ-ﾔﾝﾏｰYRBA-7SD H 7. 3 NH2条 S55.10

ｽﾀｰ式 MGT3800 S56. 5 NH770-W169 S55.10

RS340XJF H 5. 8 ﾍｲﾊﾞｲﾝ474ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ221 S61. 4

SPMRS-180 H 4. 4 ﾛｰｸﾛｯﾌｱﾀｯﾁ ﾌｫｰﾄﾞ ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ H 1. 8

散  布  機 SPMNR351 H 4. 4 ﾌｫｰﾚｰｼﾞﾊｰﾍﾞｽﾀｰﾌｫｰﾄﾞﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ H 2. 4

ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ848 H 4. 4 ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ718用717S H 4. 4

S116-TS400A S55. 6 草  刈  機 ｸﾎﾞﾀ動力草刈機 H 8.10

ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ202型 S50. 3 草刈機ＭＡＳＡＯ H22. 4

運  搬  車 ﾆｭｰﾎﾗﾝﾄﾞ513型 S60. 4 耕  転  機 KI-85LPST(付属)鎮圧ﾛｰﾗｰ S61. 4

TUC4010 H 6. 4 ｸﾎﾞﾀK7D S52. 4

動力式GH221 S59.12 砕  土  機 K型ﾛｰﾗｰTKR2500 2.5m ｽﾀｰ S62. 4

GH221 S61.12 ﾊﾟﾃﾞｨﾊﾛｰPHN367T-4L H 9. 3

RECO266 S55.10

　圃場の面積は，19haを有しており，そのほとんどが小さな丘陵状である。
　12本の渓流が場内を流れており，地下水位の高い箇所もある。
　このため，大型機械による管理に恵まれた地形ではない。土壌は，流紋岩及び凝灰岩に由来する褐色粘
土質土に腐食質黒色火山灰土が被覆している。
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（３）　圃場管理業務

施肥 施肥量 収穫期 平均収量 総収量 ｻｲﾚｰｼﾞ 乾草
ha 粒 ｋｇ t/ha ｔ ｔ ｔ

ﾄｳﾓﾛｺｼ 1.39 5月 牛ふん 29,000 8月
尿素 300 26.04 36.20

2区,18区 硫安 520
ﾄｳﾓﾛｺｼ 3.39 5月 牛ふん 67,000 8月

尿素 760 17.06
4区,23区 硫安 1,200

ha ｋｇ ｋｇ t/ha ｔ ｔ ｔ
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.70 4月 牛ふん 17,000 7月

9月 26.21 18.35
1-1，1-2区
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.90 6月 牛ふん 21,000

8月 17.97 16.17
3区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.40 6月 牛ふん 10,000

7月 14.65 5.86
6区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.60 6月 牛ふん 15,000

7月 15.02 9.01
7-1区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.80 6月 牛ふん 20,000

7月 19.28 15.42
7-2区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 1.60 6月 牛ふん 38,000

7月 26.55 42.48
８区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.60 6月 牛ふん 15,000

7月 16.20 9.72
9区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.70 6月 牛ふん 17,000

8月 19.31 13.52
10区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.70 6月 牛ふん 17,000

7月 21.26 14.88
11区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 1.20 6月 牛ふん 26,000

7月 12.83
12区
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.15 6月 牛ふん 4,000

8月 25.80 3.87
14区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.10 6月 牛ふん 3,000

8月 23.00 2.30
19区 9月
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ 0.60 6月 牛ふん 15,000

8月 22.12 13.27
24区 9月

ＫＤ580 231,947 57.84 57.84

作物名 作付
面積 品種 播種期 播種量 施肥 収穫 仕向量

ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ108 102,421 36.20

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 45 16.17

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 35 18.35

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 32 5.86

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 36 9.01

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 32 15.42

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 80 42.48

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 30 9.72

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 35 13.52

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 35 14.88

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 53 15.40

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 30 13.27

15.40

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 8 3.87

ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾊﾟｲﾊﾟｰ 5 2.30
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平成31年度気象表 　　(気温は平均，降水量･日照時間は合計)

降水量 日照時間
平　均 最　高 最　低 （mm） （ｈ）

1 5.4 14.6 -1.5 9.0 39.3
2 10.3 18.7 2.6 36.5 34.1
3 8.7 15.8 2.9 7.0 25.1
4 13.5 23.8 4.3 0.0 41.0
5 17.9 25.3 12.7 18.0 23.9
6 11.8 17.5 6.2 31.0 15.5
1 16.4 25.8 8.5 0.0 46.1
2 13.6 23.3 5.4 2.0 42.3
3 18.3 28.3 9.2 0.0 46.6
4 19.4 25.6 14.4 32.0 23.9
5 18.0 28.7 7.8 0.0 62.7
6 17.7 25.0 11.0 15.0 33.6
1 20.7 29.0 14.0 0.0 41.2
2 19.9 26.9 13.7 59.5 30.7
3 18.9 24.8 13.8 30.5 32.8
4 20.3 27.1 14.6 0.5 34.8
5 20.2 28.0 14.0 3.0 33.8
6 23.3 27.8 20.0 53.5 12.3
1 23.0 28.2 19.5 1.5 13.3
2 22.7 28.9 17.8 35.0 24.3
3 22.3 27.1 19.3 27.0 13.0
4 23.3 27.9 19.9 93.5 16.4
5 25.3 30.0 22.6 33.0 10.0
6 27.0 33.3 22.7 12.0 42.2
1 28.5 35.5 22.9 0.0 54.4
2 27.2 33.3 22.9 0.5 36.9
3 27.9 33.7 23.3 22.5 32.8
4 25.5 30.7 22.4 38.5 16.6
5 24.1 29.6 20.9 3.5 12.0
6 22.2 26.8 18.9 168.5 20.7
1 23.6 29.2 20.2 48.0 20.7
2 26.7 33.1 22.4 0.0 39.0
3 23.7 30.7 19.1 0.5 32.0
4 19.8 27.4 14.3 5.0 41.5
5 19.4 24.7 14.9 14.5 13.6
6 22.1 28.5 17.6 2.5 19.6
1 21.0 26.8 17.3 15.0 16.8
2 16.2 23.4 9.8 11.0 30.7
3 15.9 22.2 9.9 0.0 18.1
4 14.1 20.5 9.1 17.0 14.7
5 14.8 20.0 11.1 63.5 10.6
6 13.0 20.5 8.6 0.5 35.2
1 9.9 17.9 4.6 0.0 24.9
2 8.8 17.8 2.8 0.0 27.9
3 9.7 17.0 3.3 3.0 31.4
4 8.1 14.8 2.8 9.5 14.2
5 7.6 15.3 2.2 0.0 17.6
6 5.7 12.1 0.4 1.5 21.9
1 5.3 10.4 1.0 17.5 8.9
2 3.2 10.9 -1.1 0.0 23.3
3 3.2 9.7 -1.1 1.5 14.9
4 5.4 9.8 1.0 23.0 12.1
5 3.3 7.7 -0.2 3.5 6.8
6 4.8 9.5 0.7 28.0 10.0
1 3.3 9.3 -1.5 2.0 16.6
2 4.5 9.9 0.9 18.5 13.7
3 2.6 8.2 -0.7 3.0 13.1
4 2.6 8.6 -1.5 0.0 15.7
5 5.4 10.1 1.3 24.0 9.0
6 5.1 9.5 1.7 17.0 18.7
1 1.9 9.7 -2.7 0.0 27.5
2 1.5 7.2 -2.3 1.5 20.7
3 6.3 14.2 1.0 20.0 18.1
4 2.1 7.3 -1.6 27.0 22.5
5 5.5 13.4 -1.0 20.5 30.8
6 5.6 12.0 -1.3 5.0 10.3
1 5.2 11.6 0.6 17.5 20.3
2 7.0 13.9 1.6 44.5 17.7
3 5.3 12.4 -0.8 15.5 25.3
4 7.0 15.6 -0.2 7.5 37.9
5 7.6 17.6 -0.2 0.5 43.5
6 10.3 15.9 5.4 41.0 16.8

※気象庁ＨＰ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）の気象データから算出

Ⅶ　気象表
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№ 施 設 名 № 施 設 名 № 施 設 名 

1 本館 14 サイロ上屋 27 隔離牛舎２ 

2 農機具庫 15 記念館 28 環境資源調整施設 

3 〃（飼料分析準備室） 16 肥育牛舎 29 高速堆肥発酵施設 

4 機械置場 17 繁殖牛舎 30 ハウス発酵施設 

5 検定牛舎 18 育成牛舎 31  隔離牛舎 

6 種雄牛舎 19 浄化施設 32  

7 人工授精所 20 農機具庫 33  

8 管理課分室 21 研修館 34  旧豚舎 

9 分娩・哺乳牛舎 22 堆肥舎 35  

10 育成牛舎 23 堆肥製品庫 36  

11 搾乳牛舎 24 浄化施設 37  

12 供卵牛舎 25 浄化施設   

13 資材庫 26 飼料庫   
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太刀洗池 

18 区 

14 区 
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3 区 
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10 区 

ゴボウダ池 

23 区 

24 区 

25 区 

26 区 
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 畜産技術センター平面図 至庄原 
至三次 

至三良坂 

Ⅷ 圃場及び施設等の配置図 
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